
超
高
層
住
宅
の
展
開

│
│
「
高
級
さ
」
と
「
大
衆
化
」
を
め
ぐ
っ
て
│
│山

口

覚

Ⅰ

は
じ
め
に

（
１
）
超
高
層
住
宅
の
時
代

ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
（
一
九
六
七
）
は
そ
の
著
書
『
ユ
ル
バ
ニ
ス
ム
』
に
お
い
て
、
田
園
都
市
構
想
に
よ
る
郊
外
居
住
の
問
題
点
を
次

の
よ
う
に
記
し
た
。「
毎
日
、
同
じ
時
刻
に
都
市
の
中
心
に
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
思
い
だ
す
べ
き
だ
。
田
園
都
市
の
創
設
に

よ
る
住
居
の
改
善
は
、
都
市
の
中
心
の
問
題
を
全
く
忘
れ
さ
せ
る
」（
九
一
）。
郊
外
居
住
は
批
判
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
「
都
市
の
中

心
」、
つ
ま
り
都
心
で
居
住
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
が
主
張
さ
れ
る
。
彼
は
「
ヴ
ォ
ワ
ザ
ン
計
画
」
を
は
じ
め
と
し
た
都
心
部
で
の
新
た

な
都
市
計
画
や
、
都
心
部
に
建
て
ら
れ
る
べ
き
高
層
建
築
物
を
様
々
に
設
計
・
発
表
し
て
い
く
。
た
と
え
ば
『
輝
く
都
市
』
で
は
、「
こ

れ
か
ら
な
す
べ
き
改
革
は
、
水
平
な
庭
園
都
市
の
代
わ
り
に
、
垂
直
な
田
園
都
市
を
建
て
る
こ
と
で
あ
ろ
う
」（
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
、

一
九
六
八
、
八
八
）
と
言
っ
て
い
る
。
現
在
の
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
概
念
に
相
当
す
る
考
え
の
も
と
、
職
住
機
能
を
可
能
な
限
り
都
心

部
に
集
中
さ
せ
る
。
ま
た
、
オ
フ
ィ
ス
や
住
居
を
高
層
化
す
る
こ
と
で
建
築
物
そ
れ
ぞ
れ
の
建
蔽
率
を
減
ら
し
て
い
け
ば
、
都
心
部
に
お
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い
て
も
広
い
公
園
や
緑
地
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
た
設
計
思
想
は
マ
ル
セ
イ
ユ
の
ユ
ニ
テ
・
ダ
ビ
タ
シ
オ
ン
（
ル
・
コ
ル

ビ
ュ
ジ
エ
、
二
〇
一
一
）
な
ど
に
お
い
て
実
現
さ
れ
、
様
々
な
経
路
を
通
じ
て
世
界
中
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
、
ル
イ
ス
・
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
は
、
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
都
市
計
画
や
建
築
物
に
つ
い
て
徹
底
的
に
批
判
し
た
。
マ
ン
フ

ォ
ー
ド
は
適
切
に
職
住
近
接
が
実
現
さ
れ
た
郊
外
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
肯
定
す
る
一
方
で
、「
ひ
と
り
の
所
帯
持
ち
と
し
て
私
は
摩
天
楼
ア

パ
ー
ト
…
…
の
反
対
党
に
与
す
る
」（
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
、
二
〇
〇
六
、
二
七
）。
た
だ
し
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
も
都
心
居
住
を
全
否
定
し
た
訳
で

は
な
い
。
高
層
住
宅
を
避
け
る
た
め
の
適
切
な
計
画
で
あ
れ
ば
、
都
心
居
住
は
職
住
近
接
を
可
能
に
す
る
と
い
う
点
で
か
え
っ
て
良
い
こ

と
だ
と
認
め
て
い
る
（
同
上
、
一
四
九
）。

ひ
る
が
え
っ
て
日
本
の
都
市
や
そ
こ
で
の
住
居
形
態
は
現
在
、
ど
の
よ
う
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
特
に
二
〇
〇
〇
年
前

後
か
ら
は
都
心
部
に
お
け
る
超
高
層
住
宅
の
増
加
が
著
し
い
。
都
市
景
観
へ
の
そ
の
影
響
も
し
ば
し
ば
議
論
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
た

と
え
ば
、
若
林
、
二
〇
一
一
な
ど
）。
東
京
都
心
部
に
お
け
る
超
高
層
オ
フ
ィ
ス
・
住
宅
の
開
発
の
先
頭
に
立
つ
森
ビ
ル
の
社
長
、
森
稔

は
、
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
信
奉
者
を
自
認
す
る
都
心
回
帰
推
進
派
の
強
力
な
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
で
あ
る
。
森
の
著
書
で
は
「
垂
直
の
庭
園

（
�
）

都
市
」
や
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
と
い
っ
た
概
念
が
多
用
さ
れ
て
い
る
（
森
、
二
〇
〇
九
）。
超
高
層
住
宅
が
相
対
的
に
高
家
賃
で
あ
る

と
い
う
批
判
に
対
し
て
は
、
自
身
の
都
市
モ
デ
ル
を
「
普
遍
解
」（
六
七
）
と
し
て
都
心
部
全
体
が
高
層
化
さ
れ
る
な
ら
ば
、
ひ
い
て
は

家
賃
も
「
手
ご
ろ
」
に
な
っ
て
い
く
と
反
論
す
る
。

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
超
高
層
住
宅
に
つ
い
て
、
日
本
に
お
け
る
そ
の
系
譜
の
一
端
と
、
東
京
二
三
区
で
の
動
向
を
見
て
い
き
た
い
。

こ
こ
で
は
他
の
多
く
の
先
行
研
究
と
同
様
に
、
地
上
部
の
高
さ
が
六
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
な
い
し
二
〇
階
以
上
の
住
宅
を
超
高
層
住
宅
（
タ

ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
）
と
す
る
。
平
山
（
二
〇
〇
六
）
に
よ
れ
ば
、「
住
宅
市
場
の
全
体
規
模
か
ら
す
れ
ば
、
超
高
額
住
宅
の
戸
数
は
微
少

で
あ
る
。
…
…
住
宅
市
場
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
。
し
か
し
、
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
の
頂
上
に
載
っ
た
超
高
額
住
宅
は
、�
ホ
ッ
ト
ス

超
高
層
住
宅
の
展
開

六
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ポ
ッ
ト
�
が
空
中
に
発
生
し
た
こ
と
を
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
に
表
現
し
た
」（
九
二
）。
ま
た
繁
治
（
二
〇
〇
八
）
は
、「
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン

は
都
心
回
帰
の
原
動
力
・
代
名
詞
」（
二
六
）
だ
と
記
し
て
い
る
。
超
高
層
住
宅
は
住
宅
市
場
の
一
部
を
占
め
る
だ
け
の
も
の
で
あ
り
な

が
ら
、
現
代
都
市
の
象
徴
的
な
構
成
要
素
と
い
う
意
味
合
い
は
小
さ
く
な
い
は
ず
で
あ
る
。
次
節
で
触
れ
る
よ
う
に
超
高
層
住
宅
に
関
し

て
は
一
定
の
研
究
蓄
積
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
基
礎
的
な
が
ら
未
整
理
な
情
報
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
基

礎
的
な
情
報
の
一
部
に
つ
い
て
整
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
２
）
超
高
層
住
宅
を
め
ぐ
る
研
究
と
課
題

超
高
層
住
宅
や
関
連
す
る
諸
事
項
に
つ
い
て
は
一
定
の
研
究
蓄
積
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
地
理
学
に
お
い
て
は
、
居
住

地
選
択
の
観
点
か
ら
住
宅
関
連
の
研
究
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
小
泉
他
（
二
〇
一
一
）
は
江
東
区
豊
洲
の
超
高
層
住
宅
住
民
を
対
象

に
、
東
京
圏
外
の
出
身
者
と
と
も
に
、
都
内
出
身
の
家
族
世
帯
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
久
保
（
二
〇
一
〇
ｂ
、
二
〇
一

一
）
は
マ
ン
シ
ョ
ン
研
究
を
総
合
的
に
展
望
し
て
い
る
が
、
超
高
層
住
宅
に
つ
い
て
の
言
及
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
幕
張
ベ
イ
タ
ウ

ン
へ
の
居
住
地
選
択
を
扱
っ
た
久
保
（
二
〇
一
〇
ａ
）
の
関
連
研
究
で
は
、
特
に
「
初
期
の
高
所
得
者
層
の
入
居
者
」
に
関
す
る
記
述
が

興
味
深
い
。
高
所
得
者
層
と
さ
れ
る
人
々
は
、
様
々
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
生
活
利
便
性
や
生
活
の
質
の
向
上
を
図
る
な
ど
「
幕
張
ベ
イ

タ
ウ
ン
へ
の
強
い
愛
着
」
を
示
す
一
方
で
、
そ
う
し
た
人
々
の
う
ち
、
特
に
「
初
期
に
入
居
し
た
家
族
世
帯
で
は
現
住
居
へ
の
永
住
意
識

を
も
つ
世
帯
よ
り
も
未
定
と
す
る
世
帯
が
多
く
」
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
矛
盾
し
た
在
り
方
で
は
な
い
。
自
ら
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
流
動

的
な
も
の
と
見
な
し
、
当
該
物
件
の
転
売
の
可
能
性
を
つ
ね
に
考
え
る
人
々
で
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
一
定
額
で
の
転
売
が
可
能
で
あ
る
よ

う
に
当
該
物
件
の
資
産
価
値
を
維
持
し
よ
う
と
努
め
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
後
述
す
る
平
井
（
二
〇
〇
九
）
に
も
通
ず
る
内
容
で
あ
る
。

な
お
、
超
高
層
住
宅
に
限
定
し
な
け
れ
ば
、
東
京
都
で
の
居
住
に
関
す
る
地
理
学
の
研
究
は
多
数
あ
る
。
矢
部
（
二
〇
〇
三
）
は
、
港

超
高
層
住
宅
の
展
開
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区
に
お
け
る
居
住
環
境
の
変
化
や
人
口
増
加
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
中
澤
（
二
〇
〇
六
）
は
、
住
宅
政
策
の
変
化
に
と
も
な
う
都
内

で
の
公
団
・
公
営
住
宅
供
給
へ
の
影
響
や
、
そ
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。
芳
賀
（
二
〇
〇
六
、
二
〇
〇
七
）
は
、
規
制
緩
和
に
よ
る
超
高

層
建
築
物
の
増
加
と
景
観
へ
の
影
響
を
ま
と
め
た
。
い
ず
れ
も
重
要
で
は
あ
る
が
、
超
高
層
住
宅
の
歴
史
地
理
的
展
開
、
特
に
供
給
動
向

を
詳
述
し
た
研
究
は
現
時
点
で
は
ま
だ
な
い
。

さ
て
、
超
高
層
住
宅
は
他
分
野
に
お
い
て
よ
り
強
く
注
目
さ
れ
て
き
た
。
特
に
平
山
（
二
〇
〇
六
）
の
『
東
京
の
果
て
に
』
で
は
か
な

り
包
括
的
な
内
容
が
扱
わ
れ
て
お
り
、
超
高
層
住
宅
や
そ
れ
を
取
り
巻
く
様
々
な
住
宅
政
策
な
ど
も
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
東
京
の
超
高
層

住
宅
を
概
説
し
た
も
の
と
し
て
は
梅
田
・
平
山
（
二
〇
〇
三
）
も
あ
る
。
ま
た
日
本
マ
ン
シ
ョ
ン
学
会
の
機
関
誌
『
マ
ン
シ
ョ
ン
学
』
で

は
、
超
高
層
住
宅
の
特
集
号
が
数
度
組
ま
れ
て
い
る
。
酒
造
（
二
〇
〇
四
）
の
「
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
供
給
動
向
と
市
場
性
」、
あ
る

（
�
）

い
は
繁
治
（
二
〇
〇
八
）
の
「
都
市
再
生
と
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
」
な
ど
の
概
説
が
有
用
で
あ
る
。

社
会
学
者
に
よ
る
超
高
層
住
宅
へ
の
言
及
は
相
当
数
確
認
さ
れ
る
。
若
林
（
二
〇
一
一
）
の
景
観
論
に
お
け
る
超
高
層
住
宅
へ
の
批
判

的
言
及
の
よ
う
に
、
そ
の
多
く
は
印
象
批
評
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
同
書
を
含
め
、
実
証
的
で
な
く
と
も
興
味
深
い
言
及
は

あ
る
。
た
と
え
ば
東
・
北
田
（
二
〇
〇
七
）
の
対
談
集
『
東
京
か
ら
考
え
る
』
に
お
け
る
「『
広
告
的
』
な
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
」（
六
七
）

と
い
っ
た
言
葉
は
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
超
高
層
住
宅
は
単
な
る
合
理
的
な
「
住
む
た
め
の
機
械
」（
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
）
で
は
な

く
、
消
費
対
象
、
商
品
と
し
て
の
在
り
方
も
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
関
し
て
は
、
貞
包
（
二
〇
一
〇
）
や
貞
包
他
（
二
〇
〇
八
）
が
「
消
費
社
会
論
」
的
視
点
か
ら
、
超
高
層
住
宅
の
立
地
傾
向
や

住
戸
の
商
品
化
の
在
り
方
な
ど
を
実
証
的
に
検
討
し
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
こ
で
は
「
高
級
さ
」
や
「
大
衆
化
」
と
い
っ
た
キ

ー
ワ
ー
ド
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
平
井
（
二
〇
〇
九
）
の
研
究
で
は
、
居
住
者
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
に
お
け
る
先
行
き
の
「
わ
か
ら
な

さ
」＝

不
確
定
性
に
関
す
る
言
及
が
興
味
深
い
。
た
だ
し
こ
れ
ら
い
ず
れ
の
研
究
も
今
少
し
詳
細
な
デ
ー
タ
の
提
示
が
必
要
で
あ
る
も
の

超
高
層
住
宅
の
展
開

七
〇



と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
園
部
（
二
〇
〇
一
）
は
、
東
京
都
中
央
区
の
大
川
端
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
２１

（
写
真
１
）
を
事
例
に
、
そ
の
建
設
過
程
や
居
住
者
の
意
識
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
同

地
で
は
複
数
の
事
業
主
が
そ
れ
ぞ
れ
超
高
層
住
宅
を
建
設
し
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
公

団
居
住
者
は
、「
都
営
、
公
社
、
公
団
、
三
井
の
間
に
は
、
違
い
が
あ
る
と
思
う
。
三
井

と
こ
ち
ら
で
は
や
は
り
住
ん
で
い
る
人
が
違
う
」（
二
一
一
）
と
語
っ
て
お
り
、「
収
入
格

差
は
、
住
宅
棟
に
よ
っ
て
極
め
て
大
き
い
」（
二
〇
八
）
と
さ
れ
て
い
る
。
超
高
層
住
宅

で
は
「
何
階
に
居
住
す
る
か
」
と
い
う
差
異
も
居
住
者
間
で
重
視
さ
れ
る
（
貞
包
他
、
二

〇
〇
八
、
一
七
七
）。
こ
う
し
た
研
究
で
は
棟
単
位
、
住
戸
単
位
で
の
差
異
を
め
ぐ
る
考

察
が
必
要
と
な
る
。
そ
し
て
園
部
の
研
究
で
興
味
深
い
の
は
、
公
営
や
公
団
の
手
に
な
る

超
高
層
住
宅
が
民
間
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
そ
れ
と
併
存
し
て
い
る
と
い
う
現
象
で
あ
る
。

こ
の
点
は
超
高
層
住
宅
に
関
す
る
多
く
の
研
究
で
抜
け
落
ち
て
い
る
点
で
あ
る
。

な
お
、
超
高
層
住
宅
に
関
す
る
多
く
の
論
考
は
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
状
況
を
対
象
と
す
る
。
し
か
し
歴
史
的
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、

高
層
住
宅
史
研
究
会
編
（
一
九
八
九
）
の
『
マ
ン
シ
ョ
ン
六
〇
年
史
』
は
当
然
の
こ
と
、
各
年
代
に
お
け
る
諸
論
考
を
参
照
す
る
必
要
が

あ
る
。
た
と
え
ば
一
九
七
〇
年
代
の
対
談
集
「
超
高
層
住
宅
時
代
の
到
来
と
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」（
松
谷
他
、
一
九
七
二
）
で
は
、「
現
在
一

番
高
い
の
が
警
視
庁
宿
舎
の
二
一
階
」（
一
〇
）
と
い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
具
体
的
か
つ
同
時
代
的
に
興
味
深
い
語
り
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
八
〇
年
代
で
は
高
田
他
（
一
九
八
八
）
の
対
談
集
「
超
高
層
住
宅
の
住
み
ご
こ
ち
」
が
あ
る
。
ま
た
、
建
築

と
社
会
編
集
部
（
一
九
八
八
）
の
「
超
高
層
住
宅
建
築
デ
ー
タ
紹
介
」
も
有
用
で
あ
る
。『
マ
ン
シ
ョ
ン
六
〇
年
史
』
で
も
言
及
さ
れ
ず
、

写真 1 大川端リバーシティ 21
以下すべて筆者撮影。
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現
在
に
至
る
ま
で
忘
却
（
な
い
し
す
で
に
撤
去
）
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
様
々
な
超
高
層
住
宅
が
そ
こ
で
網
羅
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
上
述
し
た
諸
研
究
で
は
、
東
京
都
や
大
阪
市
の
都
心
部
に
お
い
て
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
、
ど
の
程
度
の
超
高
層
住
宅

が
建
設
さ
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
基
礎
的
か
つ
包
括
的
な
知
見
は
必
ず
し
も
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
東
京
都
に
お
け
る
超
高
層

住
宅
の
立
地
動
向
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
前
後
で
は
、「
こ
の
時
期
の
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
立
地
条

件
・
開
発
状
況
は
、
都
心
部
・
都
市
近
郊
部
よ
り
は
郊
外
地
域
で
の
供
給
が
多
く
、
開
発
形
態
も
、
住
宅
の
単
独
開
発
と
い
う
よ
り
は
大

規
模
・
複
合
開
発
物
件
が
多
い
」（
酒
造
、
二
〇
〇
四
、
七
│
八
）。
他
方
で
貞
包
他
（
二
〇
〇
八
）
に
よ
れ
ば
、「
港
区
…
…
を
別
格
と

す
れ
ば
、
一
九
九
八
年
以
降
、
超
高
層
住
宅
の
建
設
は
、
中
央
区
を
抜
き
、
江
東
区
…
…
や
品
川
区
…
…
、
ま
た
新
宿
区
で
急
増
す
る
。

で
は
な
ぜ
こ
う
し
た
周
縁
部
へ
の
拡
散
が
起
こ
っ
た
の
か
」（
一
七
〇
）。
こ
の
二
つ
の
論
考
で
は
「
都
心
部
」
や
「
周
縁
部
」
な
ど
の
地

理
的
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
意
味
す
る
都
市
空
間
上
で
の
位
置
づ
け
は
適
切
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。

な
お
、
貞
包
他
（
二
〇
〇
八
）
は
、
一
九
九
八
年
を
画
期
と
し
て
そ
の
前
後
に
分
け
、
そ
れ
以
前
で
は
「
超
高
層
住
宅
は
一
般
的
な
郊

外
的
居
住
と
の
差
異
を
根
拠
と
し
た
、
い
わ
ば
『
高
級
さ
』
を
基
本
的
な
モ
ー
ド
と
し
て
い
た
」
と
す
る
一
方
、
以
降
に
お
い
て
は
「
超

高
層
住
宅
は
、
①
大
量
供
給
を
踏
ま
え
『
大
衆
化
』
さ
れ
、
②
そ
の
結
果
ま
た
多
く
の
人
び
と
の
欲
望
に
応
え
る
も
の
と
し
て
『
多
様

化
』
す
る
」（
一
六
九
）
と
し
て
い
る
。
こ
の
説
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。

本
稿
は
、
居
住
地
選
択
の
、
あ
る
い
は
都
市
居
住
を
め
ぐ
る
議
論
一
般
の
前
提
と
な
る
で
あ
ろ
う
超
高
層
住
宅
の
建
設
や
供
給
動
向
の

一
端
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
消
費
社
会
論
的
観
点
や
住
宅
供
給
の
制
度
論
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、
都
心
部
／
周
辺
部
と
い
っ
た
立
地

の
動
向
や
「
高
級
さ
」
や
「
大
衆
化
」
に
焦
点
を
当
て
て
話
を
進
め
た
い
。
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（
３
）
本
稿
の
課
題
と
方
法

以
下
、
次
章
で
は
一
九
七
〇
年
代
に
始
ま
る
超
高
層
住
宅
の
略
譜
に
つ
い
て
触
れ
る
。
そ
の
際
に
は
公
団
・
公
営
住
宅
に
つ
い
て
も
言

及
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
「
公
団
」
と
は
、
一
九
五
五
年
に
設
立
さ
れ
た
日
本
住
宅
公
団
か
ら
二
〇
〇
四
年
設
立
の
都
市
再
生

機
構
（
Ｕ
Ｒ
）
に
至
る
一
連
の
組
織
を
指
す
こ
と
に
す
る
。『
マ
ン
シ
ョ
ン
六
〇
年
史
』（
高
層
住
宅
史
研
究
会
編
、
一
九
八
九
）
に
お
い

て
も
、
日
本
住
宅
公
団
に
よ
る
一
九
七
〇
年
代
以
前
で
の
住
宅
高
層
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
以
降

に
関
し
て
は
、
同
書
の
対
象
は
ほ
と
ん
ど
民
間
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
よ
る
首
都
圏
の
そ
れ
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
超
高
層
住
宅
の
系
譜
や

大
衆
化
に
つ
い
て
包
括
的
に
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
公
団
・
公
営
の
超
高
層
住
宅
や
、
東
京
・
首
都
圏
以
外
の
事

例
に
も
触
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

次
章
で
は
ま
ず
、
日
本
に
お
け
る
超
高
層
住
宅
の
建
設
・
増
加
要
因
を
簡
単
に
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
、
一
九
七
一
年
竣
工
の
三
田
綱

町
パ
ー
ク
マ
ン
シ
ョ
ン
以
降
、
日
本
の
超
高
層
住
宅
に
お
い
て
「
高
さ
」
が
い
か
に
追
求
さ
れ
て
き
た
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
い
く
つ
か

の
事
例
を
取
り
上
げ
る
。
紙
幅
の
都
合
上
、
こ
こ
で
の
記
述
は
限
定
的
な
も
の
と
な
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
超
高
層
住
宅
の
系
譜
の
一
端

を
明
ら
か
に
し
た
い
。
こ
こ
で
は
主
に
新
聞
記
事
や
当
時
の
各
種
文
献
を
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
と
し
て
利
用
す
る
。

続
く
第
Ⅲ
章
で
は
東
京
二
三
区
に
お
け
る
立
地
傾
向
を
歴
史
地
理
的
に
見
て
み
た
い
。
そ
の
際
に
は
各
時
期
に
お
け
る
超
高
層
住
宅
の

竣
工
数
別
に
、
二
三
区
内
の
ど
こ
に
お
い
て
多
数
の
住
宅
が
建
設
さ
れ
て
き
た
か
を
確
認
す
る
。
公
団
や
公
営
の
超
高
層
住
宅
の
動
向
に

も
言
及
し
、
鉄
道
駅
か
ら
各
住
宅
へ
の
徒
歩
時
間
、
い
わ
ゆ
る
「
狭
域
立
地
」
の
傾
向
の
変
化
に
も
触
れ
る
。

な
お
、
東
京
二
三
区
に
お
け
る
超
高
層
住
宅
の
把
握
の
た
め
、
①
東
京
都
『
建
築
統
計
年
報
二
〇
一
〇
年
版
』、
②
中
谷
（
二
〇
一
一
）

（
�
）

『
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ

Ｃ
Ｏ
Ｍ
』、
③
不
動
産
業
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
た
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
、
二
〇
一
〇

（
�
）

（
�
）

年
ま
で
に
竣
工
し
た
六
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
な
い
し
二
〇
階
建
以
上
の
四
五
九
棟
の
超
高
層
住
宅
を
対
象
と
す
る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
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（
�
）

て
、
主
に
東
京
二
三
区
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
扱
っ
た
雑
誌
『
都
心
に
住
む
』（
リ
ク
ル
ー
ト
社
）
の
内
容
を
参
照
す
る
。

Ⅱ

超
高
層
住
宅
の
増
加
要
因
と
超
高
層
化
の
系
譜

（
１
）
超
高
層
住
宅
の
建
設
・
増
加
理
由

ま
ず
は
図
１
を
見
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
東
京
二
三
区
内
で
竣
工
し
、
同
年
で
も
現
存
す
る
超
高
層
住
宅
四
五
八
棟

（
�
）

を
対
象
と
し
た
累
計
推
移
を
示
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
以
前
の
竣
工
は
一
四
〇
棟
、
二
〇
〇
一
年
以
降
で
は
三
一
八
棟
で
あ
り
、
二
〇

〇
〇
年
代
に
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
伸
び
率
は
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
で
は
鈍
化
す
る
。
二
〇
一
一
年
の

東
北
大
震
災
の
影
響
も
あ
る
た
め
、
こ
れ
以
降
に
棟
数
が
急
増
す
る
こ
と
は
当
面
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

超
高
層
住
宅
が
増
加
し
た
要
因
に
つ
い
て
は
様
々
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。
簡
単
に
ま
と
め
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
①
バ
ブ
ル
期

以
降
の
都
心
部
に
お
け
る
土
地
余
り
お
よ
び
地
価
下
落
と
、
そ
れ
に
対
応
し
た
規
制
緩
和
に
よ
る
超
高
層
住
宅
の
建
築
許
可
の
制
度
化
。

一
九
九
七
年
と
二
〇
〇
二
年
に
お
け
る
建
築
基
準
法
の
緩
和
が
そ
の
代
表
例
と
な
る
。
②
職
住
近
接
な
ど
生
活
上
で
の
利
便
性
を
求
め
る

都
心
型
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
興
隆
。
③
ス
テ
ー
タ
ス
性
・
シ
ン
ボ
ル
性
の
重
視
。
財
産
運
用
上
で
不
動
産
へ
の
投
資
は
一
般
化
し
て
き
て

お
り
、
そ
う
し
た
投
資
の
対
象
と
し
て
資
産
価
値
の
上
昇
・
維
持
が
目
指
さ
れ
る
。
超
高
層
住
宅
（
の
特
に
上
層
階
）
は
住
宅
市
場
で
の

希
少
性
の
た
め
、
そ
の
点
で
有
利
で
あ
る
。
ま
た
、
当
該
住
宅
地
に
高
層
棟
が
あ
る
だ
け
で
、
当
地
全
体
に
つ
い
て
高
級
感
を
示
す
こ
と

が
で
き
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
意
味
を
与
え
ら
れ
た
超
高
層
住
宅
を
有
す
る
住
宅
地
の
こ
と
を
「
タ
ワ

ー
タ
ウ
ン
」
と
呼
ん
で
お
き
た
い
。
こ
れ
は
、
テ
ー
マ
を
与
え
ら
れ
た
郊
外
住
宅
地
の
こ
と
を
「
テ
ー
マ
タ
ウ
ン
」
と
呼
ん
だ
角
野
（
二

〇
〇
〇
）
に
習
っ
た
呼
称
で
あ
る
。
④
駅
前
再
開
発
な
ど
に
お
け
る
政
策
的
対
応
。
た
と
え
ば
旧
日
本
住
宅
公
団
の
「
市
街
地
住
宅
」
は

超
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こ
れ
に
当
た
る
。
も
ち
ろ
ん
上
記
４
点
以
外
の
要
因
と
し
て
、
超

高
層
を
目
指
す
建
築
技
術
の
革
新
が
背
景
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
（
鹿
島
編
、
二
〇
一
〇
）。

二
〇
〇
〇
年
代
以
降
で
は
、
特
に
①
を
主
因
と
し
つ
つ
超
高
層

住
宅
が
激
増
し
て
い
く
。
他
方
で
二
〇
〇
〇
年
以
前
で
は
公
団
・

公
営
の
超
高
層
住
宅
は
さ
ほ
ど
珍
し
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
関
連

す
る
④
の
要
因
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
が
、
歴
史
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
重
視
す
べ
き
も
の
で
あ

る
。
都
市
開
発
研
究
会
編
（
一
九
七
二
）
に
よ
れ
ば
、「
高
層
住

宅
へ
の
先
駆
者
の
第
一
人
者
は
、
や
は
り
、
日
本
住
宅
公
団
で
あ

ろ
う
。
過
去
に
お
い
て
は
点
開
発
の
役
割
り
を
果
た
し
た
が
、
最

近
で
は
再
開
発
あ
る
い
は
面
再
開
発
と
し
て
、
高
層
住
宅
へ
の
意

欲
を
燃
や
し
て
い
る
」（
三
〇
）。

（
２
）
日
本
に
お
け
る
超
高
層
住
宅
の
系
譜

さ
て
、
日
本
に
お
け
る
超
高
層
住
宅
の
歴
史
的
展
開
を
ひ
も
と

く
と
き
、
三
田
綱
町
パ
ー
ク
マ
ン
シ
ョ
ン
（
一
九
七
一
年
竣
工
）

（
�
）

を
そ
の
起
点
に
置
く
こ
と
に
大
き
な
異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

図 1 東京 23区における超高層住宅の竣工年（2010年まで）
資料：東京都『建築統計年報 2010年版』、中谷（2011）など各種資料による。以

下、図 3～図 6も同じ。
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表 1 日本における超高層住宅の高層化

最高階

19

21

18

20

21

28

25

29

36

40

41

50

55

56

54

58

54

注：アクティ汐留は UR（都市再生機構）が所有する中下層部の名称であり、高
層部はラ・トゥール汐留という名称の住友不動産の賃貸住宅となる。

資料：建築と社会編集部（1988）、中谷（2011），新聞記事など各種データにより
作成。

最高部
高さ
（m）

70

71

101

116

132

209

高さ
（m）

52

62

65

64

66

93

82

84

104

120

136

167

185

190

200

194

208

立地

東京都港区

東京都港区

東京都港区

神戸市兵庫区

さいたま市中央区

和歌山県白浜町

神戸市長田区

兵庫県芦屋市

大阪市都島区

東京都中央区

大阪市都島区

大阪市港区

埼玉県川口市

東京都港区

大阪市港区

東京都中央区

大阪市中央区

名 称

三田綱町パークマンション

警視庁警察官待機宿舎田町荘

広尾タワーズ

兵庫駅前市街地施設付住宅

与野ハウス A 棟

プレジデント椿

新長田ジョイプラザ

芦屋浜シーサイドタウン
（アステム H 棟など）

ベルパークシティ・G 棟
（トライスタワーⅠ）

リバーポイントタワー
（大川端リバーシティ 21）

桜宮リバーシティ・ウォーター
タワープラザ

オーク・プリオタワーレジデンス

エルザタワー 55

アクティ汐留（ラ・トゥール汐留）

クロスタワー大阪ベイ

ザ・トーキョー・タワーズ

ザ・北浜タワー

竣工年

1971

1972

1973

1976

1977

1979

1987

1989

1992

1993

1998

2004

2006

2008

2009
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き
っ
か
け
は
一
九
六
九
年
に
遡
る
。
三
井
不
動
産
グ
ル
ー
プ
は
こ
の
年
、
日
本
初
の
超
高
層
ビ
ル
で
あ
り
、
当
時
の
建
築
基
準
法
を

変
え
た
と
も
言
わ
れ
た
「
霞
ヶ
関
ビ
ル
」
を
竣
工
。
二
年
後
に
は
、
そ
の
建
設
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、
最
初
の
タ
ワ
ー

型
マ
ン
シ
ョ
ン
を
「
三
田
綱
町
」
に
誕
生
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
日
本
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
歴
史
は
、
三
井
不
動
産
か
ら
は
じ
ま
っ

（
�
）

た
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
以
降
の
超
高
層
住
宅
の
展
開
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
た
定
説
は
な
い
。
た
と
え
ば
繁
治
（
二
〇
〇
八
）
は
「
超
高
層
マ

ン
シ
ョ
ン
の
は
し
り
」
と
し
て
一
九
七
六
年
竣
工
の
与
野
ハ
ウ
ス
（
後
述
）
や
一
九
七
七
年
竣
工
の
サ
ン
シ
テ
ィ
を
挙
げ
て
い
る
。
他
方

で
、
た
と
え
ば
読
売
新
聞
（
一
九
七
七
・
八
・
一
）
の
記
事
に
よ
れ
ば
、「
人
間
が
常
時
生
活
す
る
ビ
ル
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
日
本
で
一

番
高
い
の
は
、
…
…
神
戸
市
兵
庫
駅
前
の
市
街
地
住
宅
の
二
〇
階
建
て
六
四
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
」。
こ
れ
ら
の
諸
説
に
は
整
合
性
が
見
ら

れ
な
い
。
ま
た
、
や
や
特
殊
な
ケ
ー
ス
で
は
あ
る
が
、
一
九
七
六
年
竣
工
の
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
山
善
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
椿
は
地

上
二
八
階
、
九
三
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
（
山
本
・
浅
野
、
一
九
七
五
）。
最
高
部
ま
で
含
め
れ
ば
、
日
本
初
の
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
マ
ン
シ

ョ
ン
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
超
高
層
住
宅
の
系
譜
は
未
整
理
で
あ
る
。
公
営
住
宅
や
特
殊
な
事
例
も
含
め
、
管
見
の
限
り
で
各
年
次
に
お

い
て
も
っ
と
も
高
層
で
あ
っ
た
超
高
層
住
宅
を
表
１
に
ま
と
め
た
。
あ
く
ま
で
も
暫
定
版
な
が
ら
示
し
て
お
く
。

次
節
で
は
一
九
七
〇
年
代
に
お
け
る
超
高
層
住
宅
（
地
）
の
い
く
つ
か
の
事
例
を
、
第
４
節
で
は
そ
れ
以
降
の
簡
単
な
流
れ
を
確
認
す

る
。

（
３
）
一
九
七
〇
年
代
の
超
高
層
住
宅

①
三
田
綱
町
パ
ー
ク
マ
ン
シ
ョ
ン
（
東
京
都
港
区
、
一
九
七
一
年
竣
工
、
写
真
２
）

一
九
六
八
年
に
事
業
主
と
し
て
「
霞
が
関
ビ
ル
」
を
竣
工
さ
せ
た
三
井
不
動
産
は
「
都
市
住
宅
の
高
層
化
…
…
に
は
積
極
的
姿
勢
を
と

超
高
層
住
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の
展
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っ
て
い
た
」（
高
層
住
宅
史
研
究
会
編
、
一
九
八
九
、
一
九
九
）。
そ
し
て
、
霞
が
関
ビ
ル
の

設
計
・
建
設
を
担
当
し
た
鹿
島
建
設
と
と
も
に
三
田
綱
町
パ
ー
ク
マ
ン
シ
ョ
ン
を
手
掛
け
る

こ
と
に
な
る
。
当
時
の
新
聞
広
告
で
は
「
わ
が
国
初
の
住
ま
い
の
超
高
層
」（
読
売
新
聞
一

九
七
一
・
七
・
九
）
と
う
た
わ
れ
て
お
り
、
こ
こ
は
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
で
も
あ
っ
た
。

超
高
層
で
快
適
な
住
居
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
が
、
分
譲
価
格
も
と
び
き
り
で
、
二
千
六
十

九
万
円
か
ら
三
千
百
五
十
八
万
円
。
購
入
者
の
顔
ぶ
れ
は
①
会
社
社
長
・
重
役
・
理
事

六
六
・
六
％
②
教
授
・
弁
護
士
・
医
師
・
会
計
士
一
二
・
五
％
③
局
長
・
部
長
・
次
長

一
〇
・
四
％
…
…
（
朝
日
新
聞
一
九
七
一
・
四
・
一
〇
）。

さ
ら
に
、「
同
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
に
よ
っ
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
供
給
者
と
し
て
の
三
井
不
動

産
の
知
名
度
は
一
気
に
上
昇
し
、
三
井
不
動
産
の
新
規
マ
ン
シ
ョ
ン
分
譲
事
業
は
い
よ
い
よ

本
格
化
し
て
い
っ
た
」（
三
井
不
動
産
販
売
（
株
）
総
務
部
社
史
編
纂
室
編
、
一
九
九
一
）。

超
高
層
住
宅
を
都
心
の
一
等
地
に
建
設
し
た
こ
と
が
同
社
の
知
名
度
を
上
げ
た
と
い
う
の
で

あ
る
。「
当
時
、
東
京
タ
ワ
ー
、
霞
が
関
ビ
ル
に
次
い
で
東
京
で
三
番
目
の
高
さ
を
誇
っ
た
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
ツ
イ
ン
と
い
う
目
新

し
さ
も
あ
り
、
た
ち
ま
ち
『
東
京
の
新
名
所
』
と
な
る
。
建
物
の
周
囲
に
広
が
る
坪
庭
な
ど
新
た
な
住
空
間
の
可
能
性
が
創
造
さ
れ
た
と

（
�
）

い
え
る
」。
各
社
は
超
高
層
住
宅
が
自
社
の
宣
伝
の
上
で
有
益
で
あ
る
と
知
る
。
こ
れ
も
高
さ
と
「
高
級
さ
」
の
追
求
の
一
因
と
な
る
。

鹿
島
建
設
は
実
際
に
こ
の
当
時
か
ら
超
高
層
建
築
物
の
建
設
で
名
を
上
げ
て
い
た
。
一
九
七
〇
年
に
日
本
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
総
合

住
宅
見
本
市
「
東
京
国
際
グ
ッ
ド
・
リ
ビ
ン
グ
シ
ョ
ー
」
で
は
、
三
田
綱
町
パ
ー
ク
マ
ン
シ
ョ
ン
の
技
術
を
ベ
ー
ス
に
し
た
「
百
階
建
て

の
超
高
層
ア
パ
ー
ト
の
構
想
を
発
表
」（
読
売
新
聞
一
九
七
〇
・
八
・
二
八
）
し
て
い
る
。
こ
の
鹿
島
建
設
が
次
に
手
掛
け
た
超
高
層
住

写真 2 三田綱町パークマンション
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宅
が
警
視
庁
警
察
官
待
機
宿
舎
田
町
荘
で
あ
っ
た
。

②
警
視
庁
警
察
官
待
機
宿
舎
田
町
荘
（
東
京
都
港
区
、
一
九
七
二
年
竣
工
、
現
存
せ
ず
）

こ
の
田
町
荘
は
「
住
宅
の
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
に
伴
い
警
察
官
の
住
居
が
都
心
部
か
ら
遠
く
な
り
、
非
常
事
態
な
ど
に
支
障
が
出
る
た
め

同
庁
（
警
視
庁
）
が
計
画
を
立
て
た
も
の
」（
朝
日
新
聞
一
九
七
〇
・
六
・
九
東
京
版
夕
刊
）
で
あ
っ
た
。
田
町
荘
は
特
殊
な
事
例
で
は

あ
る
が
、
建
設
当
時
で
は
重
要
な
超
高
層
住
宅
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
て
も
い
た
。「
地
下
一
階
及
び
地
上
一
階
が
警
視
庁
交
通
機
動
隊
庁

舎
、
二
階
か
ら
二
一
階
が
警
察
官
待
機
宿
舎
と
な
つ
て
い
る
複
合
建
築
で
あ
る
。
宿
舎
は
比
較
的
若
い
世
帯
を
対
象
と
し
た
２
Ｄ
Ｋ
で
三

五
九
戸
あ
る
。
集
合
住
宅
と
し
て
は
、
…
…
三
田
綱
町
パ
ー
ク
マ
ン
シ
ョ
ン
…
…
を
凌
ぎ
、
現
時
点
で
最
高
の
高
層
住
宅
と
な
つ
て
い

る
」（
武
藤
・
洪
・
山
本
、
一
九
七
三
、
二
八
）。
読
売
新
聞
（
一
九
七
〇
・
六
・
九
夕
刊
）
に
お
い
て
も
、「
二
十
一
階
建
て
の
一
般
住

（
�
）

宅
は
、
こ
れ
ま
で
世
界
各
地
の
地
震
国
に
は
例
が
な
い
」
と
報
道
さ
れ
て
お
り
、
記
事
の
上
で
は
「
一
般
住
宅
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い

る
。
高
層
住
宅
で
あ
る
こ
と
は
一
定
の
報
道
価
値
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

③
兵
庫
駅
前
市
街
地
施
設
付
住
宅
（
神
戸
市
兵
庫
区
、
一
九
七
三
年
竣
工
、

写
真
３
）

翌
一
九
七
三
年
に
は
田
町
荘
よ
り
も
高
層
の
広
尾
タ
ワ
ー
ズ
（
表
１
）
が

（
�
）

竣
工
し
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
同
年
に
は
「（
日
本
住
宅
）
公

団
初
の
二
〇
階
建
て
超
高
層
」（
日
本
住
宅
公
団
二
〇
年
史
刊
行
委
員
会
編
、

一
九
八
一
）
で
あ
る
兵
庫
駅
前
市
街
地
施
設
付
住
宅
も
竣
工
し
た
。
こ
こ
は

写真 3 兵庫駅前市街地施設付住宅
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山
陽
電
鉄
旧
兵
庫
駅
の
跡
地
を
対
象
に
、「
神
戸
市
お
よ
び
日
本
住
宅
公
団
が
共
同
で
、
市
街
地
の
再
開
発
、
防
災
の
一
拠
点
と
し
て
立

案
計
画
し
た
も
の
で
あ
る
」（
日
本
住
宅
公
団
大
阪
支
所
計
画
部
市
街
地
住
宅
設
計
課
、
一
九
七
二
、
二
四
）。
よ
り
興
味
深
い
の
は
次
の

記
述
で
あ
る
。
こ
こ
は
「
今
後
の
都
市
再
開
発
の
手
法
の
一
つ
で
あ
る
集
合
住
宅
の
『
超
高
層
化
』
の
試
み
と
し
て
計
画
さ
れ
」
た
が
、

「
超
高
層
集
合
住
宅
に
は
構
築
技
術
以
外
の
分
野
で
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
問
題
点
が
い
く
つ
か
あ
り
、
こ
の
建
物
も
例
外
で
は
な
い
」

（
日
本
建
築
学
会
編
、
一
九
七
六
、
四
六
）。
高
さ
の
追
求
に
は
つ
ね
に
様
々
な
試
行
的
要
素
が
つ
き
ま
と
う
の
で
あ
る
。

（
�
）

こ
の
四
階
以
上
の
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
部
分
は
公
団
住
宅
で
あ
り
、
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
一
〇
二
戸
、
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
二
七
〇
戸
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
三
階

以
下
に
は
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
や
商
店
街
な
ど
が
入
る
。「
市
街
地
の
土
地
高
度
利
用
を
ね
ら
っ
た
�
ミ
ニ
・
シ
チ
ー
�
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
い
る
の
が
特
色
」（
読
売
新
聞
一
九
七
一
・
七
・
二
九
）
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
時
期
に
は
東
京
都
江
東
区
で
二
五
階
建
て
の
公

団
住
宅
が
計
画
さ
れ
て
い
た
が
、
実
現
し
な
か
っ
た
（
朝
日
新
聞
一
九
七
三
・
六
・
七
）。

④
与
野
ハ
ウ
ス
（
現
さ
い
た
ま
市
中
央
区
、
一
九
七
六
年
竣
工
）

三
井
不
動
産
の
三
田
綱
町
パ
ー
ク
マ
ン
シ
ョ
ン
が
東
京
都
心
の
一
等
地
に
立
地
す
る
の
に
対
し
、
同
じ
民
間
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
で
あ
る

住
友
不
動
産
は
、
最
初
の
超
高
層
住
宅
を
郊
外
で
建
設
し
た
。
そ
れ
が
「
十
一
階
か
ら
二
十
一
階
ま
で
四
棟
、
総
戸
数
四
百
六
十
三
の
マ

ン
シ
ョ
ン
」（
読
売
新
聞
一
九
七
七
・
五
・
一
〇
夕
刊
）
の
中
心
棟
で
あ
る
与
野
ハ
ウ
ス
Ａ
棟
で
あ
る
。
当
時
の
新
聞
広
告
に
よ
れ
ば

「
新
宿
駅
へ
は
三
五
分
、
浦
和
駅
ま
で
五
分
。
与
野
駅
よ
り
徒
歩
一
四
分
」（
読
売
新
聞
一
九
七
六
・
三
・
三
）
と
あ
り
、
利
便
性
が
高
い

と
は
言
い
難
い
立
地
条
件
で
あ
っ
た
。
立
地
上
の
問
題
は
当
時
で
も
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
日
本
最
高
層
の
Ａ
棟

を
配
し
た
タ
ワ
ー
タ
ウ
ン
と
し
て
売
り
出
す
こ
と
が
画
策
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

住
友
不
動
産
の
関
係
者
は
与
野
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
。「
一
般
の
庶
民
の
住
宅
と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、

超
高
層
住
宅
の
展
開
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地
価
の
安
い
郊
外
に
大
規
模
な
高
層
、
ま
た
は
超
高
層
の
団
地
を
造
る
こ
と
の
ほ
う
が
、
実
現
性
が
高
い
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
…
…
与
野
の
当
社
の
計
画
な
ん
か
ひ
と
つ
の
例
で
、
比
較
的
地
価
の
安
い
と
こ
ろ
で
、
…
…
二
一
階
ぐ
ら
い
の
高
層
ビ
ル
を
建

て
れ
ば
、
経
済
的
に
ペ
イ
す
る
も
の
が
で
き
る
…
…
」（
松
谷
他
、
一
九
七
二
、
一
七
）。
こ
こ
は
同
社
に
と
っ
て
超
高
層
住
宅
建
設
の
実

験
場
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
読
売
新
聞
（
一
九
七
七
・
五
・
一
〇
夕
刊
）
に
よ
れ
ば
、
与
野
ハ
ウ
ス
の
「
生
活
の
便
は
よ
い
」

（
�
）

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

⑤
新
長
田
ジ
ョ
イ
プ
ラ
ザ
（
神
戸
市
長
田
区
、
一
九
七
七
年
竣
工
、
写
真
４
）

兵
庫
駅
前
市
街
地
施
設
付
住
宅
に
次
い
で
日
本
住
宅
公
団
と
神
戸
市
が
共
同
で
建
設
し
た

の
が
新
長
田
ジ
ョ
イ
プ
ラ
ザ
で
あ
る
。
特
殊
な
例
と
し
て
は
、
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ

る
山
善
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
椿
が
す
で
に
高
さ
九
〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
い
た
。
し
か
し
都
市
部

に
お
い
て
八
〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え
た
日
本
初
の
住
宅
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
ジ
ョ
イ
プ
ラ
ザ
で

あ
ろ
う
。
読
売
新
聞
（
一
九
七
七
・
八
・
一
）
で
は
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

日
本
住
宅
公
団
と
神
戸
市
が
共
同
で
山
陽
線
新
長
田
駅
前
に
建
設
中
の
二
十
五
階
建

て
、
高
さ
八
十
二
メ
ー
ト
ル
と
い
う
日
本
一
の
超
ノ
ッ
ポ
住
宅
が
こ
の
ほ
ど
完
成
、
い

ま
都
市
、
住
宅
関
係
者
の
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
最
近
、
住
宅

建
設
を
め
ぐ
っ
て
公
団
と
自
治
体
の
間
は
、
な
に
か
と
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
い
る
が
、
こ

こ
で
は
両
者
の
二
人
三
脚
に
よ
る
共
同
施
行
。
…
…
だ
が
八
十
メ
ー
ト
ル
を
超
す
高
さ

で
四
六
時
中
生
活
す
る
の
は
、
わ
が
国
で
は
、
初
め
て
の
経
験
。
そ
の
住
み
心
地
は
一
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体
ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
日
本
住
宅
公
団
は
、
関
西
に
お
い
て
、
都
心
部
の
再
開
発
事
業
の
一
環
と
し
て
超
高
層
住
宅
の
建
設
を
積
極
的
に
お
こ
な

っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
以
降
で
は
、
高
さ
の
記
録
は
民
間
の
物
件
が
占
め
る
こ
と
に
な
る
。

⑥
芦
屋
浜
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
（
芦
屋
市
、
一
九
七
九
年
竣
工
、
写
真
５
）

新
長
田
ジ
ョ
イ
プ
ラ
ザ
の
記
録
を
塗
り
替
え
た
の
も
、
や
は
り
関
西
に
お
け
る
芦
屋
浜
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
の
超
高
層
住
宅
で
あ
っ

た
。
同
タ
ウ
ン
は
兵
庫
県
芦
屋
市
の
臨
海
部
に
位
置
し
、
地
上
一
四
〜
二
九
階
建
て
の
計
五
二
棟
か
ら
構
成
さ
れ
る
大
規
模
な
タ
ワ
ー
タ

ウ
ン
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
至
る
ま
で
、「
こ
の
二
九
階
建
て
と
い
う
階
数
は
、
…
…
�
超
高
層
ト
ッ
プ
の
座
�
を
占
め
つ
づ

け
て
き
た
」（
高
層
住
宅
史
研
究
会
編
、
一
九
八
九
、
三
五
八
）。
こ
の
住
宅
地
は
計
画
当
初
か
ら
非
常
に
重
視
さ
れ
て
き
た
た
め
、
関
連

（
�
）

文
献
に
は
様
々
な
も
の
が
確
認
で
き
る
。
読
売
新
聞
（
一
九
七
〇
・
一
・
六
）
に
よ
れ
ば
、

建
設
省
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
生
活
に
と
っ
て
、
超
高
層
住
宅

こ
そ
便
利
で
快
適
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
る
た
め
、
モ
デ
ル
と
な
る

理
想
的
な
超
高
層
住
宅
街
を
建
設
す
る
方
針
を
決
め
た
。
暖
房
、

給
湯
な
ど
の
利
便
施
設
を
備
え
た
二
十
│
四
十
階
建
て
の
超
高
層

ビ
ル
を
、
公
園
、
緑
地
な
ど
の
中
に
十
分
な
空
間
を
置
い
て
有
機

的
に
配
置
し
、
一
万
戸
か
ら
な
る
超
高
層
の
町
を
形
づ
く
ろ
う
と

い
う
も
の
で
、
新
年
度
早
々
か
ら
具
体
的
な
設
計
に
着
手
す
る
。

建
設
す
る
場
所
は
、
地
元
に
与
え
る
影
響
な
ど
を
考
え
て
明
ら
か

写真 5 芦屋浜シーサイドタウン
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に
し
て
い
な
い
が
、
同
省
で
は
第
一
号
を
大
阪
市
郊
外
に
建
設
す
る
予
定
で
、
す
で
に
地
元
公
共
団
体
と
の
話
し
合
い
も
九
分
通
り

ま
と
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
計
画
は
建
設
省
、
兵
庫
県
、
日
本
住
宅
公
団
な
ど
が
一
九
七
二
年
に
お
こ
な
っ
た
日
本
初
の
団
地
設
計
コ
ン
ク
ー
ル
「
工
業
化
工

法
に
よ
る
芦
屋
浜
（
兵
庫
県
芦
屋
市
）
高
層
住
宅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
提
案
競
技
」（
読
売
新
聞
一
九
七
二
・
二
・
三
）
と
し
て
具
体
的
に
動

き
出
す
。
こ
こ
で
言
う
工
業
化
工
法
と
は
プ
レ
ハ
ブ
の
こ
と
で
あ
り
、
い
か
に
安
く
効
率
的
に
大
量
の
住
戸
を
建
設
す
る
か
を
問
う
も
の

で
あ
っ
た
。
二
二
企
業
グ
ル
ー
プ
の
二
五
案
が
提
出
さ
れ
、
翌
七
三
年
に
は
そ
の
中
か
ら
入
選
作
が
選
ば
れ
た
（
朝
日
新
聞
一
九
七
三
・

八
・
四
）。
一
位
と
な
っ
た
の
が
新
日
鉄
や
竹
中

工
務
店
な
ど
五
社
か
ら
な
る
企
業
グ
ル
ー
プ
「
ア

ス
テ
ム
」（
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｍ
）
で
あ
り
、
こ
の
事
業
の

す
べ
て
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
シ
ー
サ

イ
ド
タ
ウ
ン
の
竣
工
後
も
、
一
部
の
住
宅
に
つ
い

て
は
ア
ス
テ
ム
が
直
接
管
理
し
て
い
る
。

こ
の
計
画
で
は
「
住
宅
は
暖
房
給
湯
設
備
を
備

え
て
一
番
広
い
八
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
（
３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
）
以
上
の
も
の
で
も
、
価
格
は
五
百
五
十
万
円

以
下
と
い
う
条
件
」（
朝
日
新
聞
一
九
七
二
・
八

・
一
八
）
と
定
め
ら
れ
、
良
好
な
住
戸
を
低
価
格

で
提
供
す
る
こ
と
が
最
大
の
目
的
と
さ
れ
て
い

図 2 芦屋浜シーサイドタウンの 4事業主体
資料：森保（1993）、p.94の「配置図」による。
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た
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
標
準
化
さ
れ
た
プ
レ
ハ
ブ
設
計
が
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
こ
は
、
実
際
に
は
均
質
な

空
間
で
は
な
か
っ
た
。
同
地
の
各
棟
の
設
計
思
想
は
基
本
的
に
同
じ
だ
が
、
四
つ
の
事
業
主
体
に
よ
る
差
異
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
ア
ス
テ
ム＝

民
間
（
七
棟
）、
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
（
二
三
棟
）、
兵
庫
県
住
宅
供
給
公
社
（
一
〇
棟
）、
兵
庫
県
営
（
一
二
棟
）

で
あ
る
。
芦
屋
浜
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
の
各
棟
を
事
業
主
別
に
地
図
化
し
た
も
の
が
図
２
と
な
る
。「
そ
の
条
件
は
均
一
で
は
な
い
。
地

獄
の
沙
汰
も
金
次
第
よ
ろ
し
く
、
未
来
の
沙
汰
も
金
次
第
な
の
で
あ
る
」（
佐
藤
、
一
九
八
〇
、
三
五
）。
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
で
は
二
九

階
建
住
宅
は
三
棟
だ
け
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
ア
ス
テ
ム
が
管
理
し
て
い
る
（
図
２
の
Ａ
〜
Ｃ
）。
し
か
も
そ
の
中
の
一
棟
（
図
２
の
Ａ
）

は
さ
ら
に
特
別
な
仕
様
に
な
っ
て
い
た
。

ア
ス
テ
ム
の
Ｈ
棟
と
い
う
、
特
別
高
級
な
棟
が
も
っ
と
も
二
十
一
世
紀
を
満
喫
し
て
い
る
。
…
…
建
物
に
一
歩
入
れ
ば
ま
た
格
段
の

違
い
で
、
フ
ロ
ア
も
天
井
も
壁
も
郵
便
受
け
も
す
べ
て
が
ま
る
っ
き
り
違
う
。
一
階
の
中
央
に
は
立
派
な
管
理
人
室
が
あ
っ
て
、
住

戸
の
管
理
や
、
あ
や
し
い
訪
問
者
を
監
視
し
て
い
る
。
…
…
各
戸
の
扉
も
大
き
い
し
、
部
屋
も
大
き
い
し
、
冷
房
も
あ
る
し
、
壁
紙

も
美
し
い
し
、
フ
ス
マ
も
戸
も
ぜ
ん
ぜ
ん
違
う
。
…
…
Ｈ
棟
の
価
格
は
最
高
が
六
千
六
百
五
十
万
円
、
中
間
が
三
千
万
円
ぐ
ら
い

（
同
上
、
三
六
│
三
七
）。

Ｈ
棟
の
仕
様
は
明
ら
か
に
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
の
そ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
Ｈ
棟
の
近
隣
に
は
、
高
さ
以
外
で
は
外
観
的
に
ほ
と
ん
ど
何
も

変
わ
ら
な
い
公
団
、
県
公
社
、
県
営
の
各
住
宅
が
建
ち
並
ん
で
い
る
。
大
川
端
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
２１
の
例
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
タ
ワ
ー
タ

ウ
ン
で
は
隣
り
合
う
棟
の
間
で
社
会
階
層
上
の
差
異
が
あ
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
。

一
九
七
〇
年
代
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
様
々
な
高
層
化
の
実
験
を
経
な
が
ら
、
超
高
層
住
宅
の
建
設
や
そ
こ
で
の
生
活
が
少
し
ず
つ
一

般
化
し
て
い
く
。
そ
し
て
一
定
の
大
衆
化
も
な
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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（
４
）
一
九
八
〇
年
代
以
降
で
の
高
層
化
の
進
展

芦
屋
浜
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
以
降
で
も
、
高
さ
の
記
録
を
塗
り
替
え
て
い

っ
た
の
は
関
西
の
物
件
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
（
表
１
）。
一
般
住
宅
で

初
め
て
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え
た
の
は
大
阪
市
都
島
区
の
ベ
ル
パ
ー
ク
シ

テ
ィ
Ｇ
棟
で
あ
り
（
写
真
６
）、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
最
初
に
超
え
た
の
も

同
市
港
区
の
ク
ロ
ス
タ
ワ
ー
大
阪
ベ
イ
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
一
年
現
在
で
日

本
で
も
っ
と
も
高
い
超
高
層
住
宅
も
ま
た
、
大
阪
市
中
央
区
の
ザ
・
北
浜
タ

ワ
ー
で
あ
る
（
写
真
７
）。
い
ず
れ
も
民
間
で
あ
る
。
高
さ
が
高
い
ほ
ど
そ

の
住
戸
は
希
少
性
を
帯
び
る
こ
と
に
な
り
、
資
産
価
値
も
上
昇
す
る
。
そ
う

し
た
物
件
は
そ
の
希
少
性
ゆ
え
に
高
額
で
の
売
却
も
可
能
と
な
る
。「
タ
ワ

ー
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
眺
望
が
魅
力
と
な
る
た
め
、
眺
め
の
い
い
住
戸
、
ス
テ

（
�
）

ー
タ
ス
の
あ
る
最
上
階
は
中
古
に
な
っ
て
も
人
気
が
高
い
」。
一
般
的
に
見

て
東
京
よ
り
も
不
利
な
住
宅
市
場
で
あ
る
は
ず
の
関
西
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
高

さ
そ
れ
自
体
を
も
っ
て
少
し
で
も
商
品
性
を
高
め
る
努
力
が
続
け
ら
れ
て
き

た
の
で
あ
ろ
う
。
ザ
・
北
浜
タ
ワ
ー
に
関
す
る
新
聞
記
事
（
朝
日
新
聞
二
〇

〇
七
・
一
〇
・
五
）
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
大
阪
・
北
浜
の
三
越
大
阪
店
跡
に
〇
九
年
春
に
完
成
予
定
だ
。
分
譲
戸
数
四
三
五
戸
は
、
五
億
八
千
万
円

（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
三
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
三
千
万
円
台
ま
で
。
大
阪
市
営
地
下
鉄
の
北
浜
駅
徒
歩
一
分
。
…
…

写真 6 ベルパークシティ G 棟写真 7 ザ・北浜タワー
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問
い
合
わ
せ
は
す
で
に
四
五
〇
〇
件
を
超
え
、
五
億
八
千
万
円
の
物
件
に
も
十
数
件
の
申
し
込
み
が
あ
る
。「
億
シ
ョ
ン
約
四
〇

戸
を
含
む
分
譲
物
件
は
完
成
前
に
売
り
切
れ
る
で
し
ょ
う
」。
…
…
東
京
や
海
外
の
資
産
家
か
ら
「
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
と
し
て
購
入

し
た
い
」
と
い
う
希
望
が
目
立
つ
と
い
う
。
…
…
「
も
っ
と
高
く
て
も
買
う
と
い
う
声
も
あ
る
。『
高
さ
日
本
一
』
が
、
ス
テ
ー
タ

ス
を
求
め
る
富
裕
層
を
強
く
刺
激
し
た
」
と
み
る
。

以
上
で
は
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
お
け
る
超
高
層
住
宅
の
高
層
化
の
進
展
を
見
て
き
た
。
こ
こ
で
理
解
さ
れ
る
の
は
、
ル
・
コ
ル
ビ
ュ

ジ
エ
な
ど
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
思
想
に
由
来
す
る
で
あ
ろ
う
標
準
化
さ
れ
相
対
的
に
安
価
で
あ
る
こ
と
を
目
指
し
た
住
宅
か
ら
、
高
級
マ

ン
シ
ョ
ン
に
至
る
ま
で
、
超
高
層
住
宅
の
世
界
が
多
種
多
様
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
立
地
も
都
心
か
ら
郊
外
に
至
る
ま
で
様
々
で

あ
っ
た
。
超
高
層
住
宅
の
系
譜
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
と
き
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
場
合
に
は
東
京
・
首
都
圏
の
民
間
住
宅
を
中
心
と
し
た

情
報
の
整
理
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
実
際
に
は
関
西
に
お
い
て
よ
り
強
く
高
さ
が
求
め
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
ザ
・
北
浜
タ
ワ
ー

の
例
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
超
高
層
住
宅
に
あ
っ
て
は
希
少
性
・
ス
テ
ー
タ
ス
性
に
よ
っ
て
住
戸
の
販
売
価
格
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
が

（
�
）

で
き
る
。
そ
う
し
た
超
高
層
住
戸
は
居
住
・
定
住
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
れ
は
投
資
対
象
で
も
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
他
方
で
は
、
都
心
部
の
再
開
発
や
将
来
に
向
け
た
試
み
と
し
て
公
団
な
ど
が
高
さ
を
追
求
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

本
章
の
記
述
は
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
は
で
き
る
。
今
後
同
種
の
研
究
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
広
域

に
わ
た
る
広
範
な
情
報
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
本
稿
で
も
、
次
章
に
お
い
て
は
東
京
二
三
区
を
対
象
地

と
す
る
。 超
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Ⅲ

東
京
二
三
区
に
お
け
る
超
高
層
住
宅
の
動
向

（
１
）
超
高
層
住
宅
の
立
地
傾
向

図
３
は
、
東
京
二
三
区
に
お
い
て
管
見
で
確
認
で
き

た
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
竣
工
し
た
超
高
層
住
宅
四
五

九
棟
の
分
布
を
示
し
て
い
る
。
超
高
層
住
宅
は
主
に
荒

川
以
西
か
ら
山
手
線
周
辺
に
か
け
て
立
地
し
て
お
り
、

特
に
港
区
や
中
央
区
の
湾
岸
部
を
中
心
に
数
多
く
確
認

で
き
る
。
他
方
で
荒
川
以
東
な
ど
二
三
区
周
辺
部
で
は

あ
ま
り
多
く
な
い
が
、
そ
こ
で
も
鉄
道
沿
線
、
特
に
駅

前
に
は
い
く
ら
か
立
地
し
て
い
る
。

さ
て
、
貞
包
他
（
二
〇
〇
八
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
九

八
年
以
降
で
は
、
港
区
と
と
も
に
江
東
区
、
品
川
区
、

新
宿
区
と
い
っ
た
「
周
縁
部
」
に
お
い
て
超
高
層
住
宅

が
急
増
し
た
と
い
う
。
そ
こ
で
図
３
の
情
報
を
竣
工
年

の
点
で
四
つ
に
区
分
し
た
図
４
を
見
て
み
た
い
。
Ａ
は

一
九
九
五
年
ま
で
に
竣
工
し
た
物
件
を
示
し
て
お
り
、

図 3 東京 23区における超高層住宅の分布
（2010年竣工分まで）
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A：～1995年まで

B：1996～2000年

以
下
Ｂ
は
一
九
九
六
年
〜
二
〇
〇
〇
年
、
Ｃ
は
二
〇
〇
一
年
〜
二
〇
〇
五
年
、
Ｄ
は
二
〇
〇
六
年
〜
二
〇
一
〇
年
で
あ
る
。
す
で
に
Ａ
の

時
点
で
港
区
・
中
央
区
の
湾
岸
部
に
お
け
る
相
当
数
の
超
高
層
住
宅
が
確
認
で
き
る
が
、
同
時
に
各
所
に
分
散
し
て
い
る
様
子
が
見
受
け

ら
れ
る
。
こ
れ
は
一
九
九
二
年
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
た
酒
造
（
二
〇
〇
四
）
の
記
述
に
準
じ
た
も
の
と
言
え
る
。
Ｂ
で
は
そ
の

拡
散
的
な
パ
タ
ー
ン
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。
図
３
に
お
け
る
二
三
区
周
辺
部
で
の
超
高
層
住
宅
の
相
当
数
は
二
〇
〇
〇
年
以
前
に
竣
工
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
Ｃ
で
は
港
区
の
内
陸
部
か
ら
新
宿
区
、
品
川
区
一
帯
に
か
け
て
の
都
心
部
に
お
い
て
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
傾

図 4 東京 23区における超高層住宅の分布（竣工年別）
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C：2001～2005年

D：2006～2010年

向
は
Ｄ
で
も
継
続
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
〇
一
年
以
降
に
お
け
る
都
心
部
で
の
著
し
い
増
加
が
確
認
さ
れ
る
。

湾
岸
部
で
は
二
〇
〇
〇
年
以
前
か
ら
相
当
数
の
超
高
層
住
宅
が
立
地
し
て
お
り
、
二
〇
〇
一
年
以
降
に
さ
ら
に
増
加
す
る
。
し
か
し
二

〇
〇
一
年
以
降
の
特
徴
は
、
港
区
も
含
む
山
手
線
の
内
側
で
の
増
加
で
あ
る
。
Ａ
〜
Ｄ
の
四
つ
の
図
か
ら
貞
包
ら
の
説
が
誤
り
で
は
な
い

こ
と
も
理
解
さ
れ
る
。
た
だ
し
「
周
縁
部
」
と
い
う
表
現
は
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
場
所
の
多
く
は
「
周
縁
部
」
と
い

う
よ
り
は
、
本
来
的
に
は
都
心
部
の
一
等
地
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

超
高
層
住
宅
の
展
開

八
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そ
も
そ
も
二
〇
〇
〇
年
前
後
ま
で
の
住
宅
市
場
で
は
、
湾
岸
部
こ
そ
が
「
周
縁
部
」
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。『
都

心
に
住
む
』
を
例
に
湾
岸
部
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
き
た
の
か
を
少
し
確
認
し
て
み
た
い
。
同
誌
を
通
読
す
る
と
次
の
よ
う
な
記
述
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
二
〇
〇
三
年
に
は
「
湾
岸
も
、
東
京
の
顔
と
な
る
素
晴
ら
し
い
街
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
た

（
�
）

場
所
だ
と
思
い
ま
す
」
と
あ
り
、
ま
だ
完
全
に
は
「
東
京
の
顔
」
た
り
得
て
は
い
な
い
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
が
二

〇
〇
八
年
に
な
る
と
「
も
は
や
『
湾
岸
』
は
『
都
心
』
だ
が
、『
都
心
』
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
収
ま
り
き
ら
な
い
魅
力
と
生
活
が
、

（
�
）

そ
こ
に
は
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
『
都
心
に
住
む
』
に
お
け
る
記
述
の
一
例
に
過
ぎ
な
い
が
、
か
つ
て
「
周
縁

部
」
で
あ
っ
た
湾
岸
部
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
お
け
る
民
間
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
大
規
模
開
発
を
通
じ
て
、
徐
々
に
「
都
心
」
の
一
角
へ

と
変
容
し
て
い
っ
た
と
い
う
認
識
の
変
化
が
理
解
さ
れ
る
。

二
〇
〇
〇
年
以
前
の
超
高
層
住
宅
の
立
地
傾
向
は
、
湾
岸
部
を
中
心
と
し
つ
つ
も
、
比
較
的
分
散
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
そ

れ
が
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
都
心
部
に
お
い
て
急
増
し
て
い
く
。
二
〇
〇
一
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
都
心
に
住
む
』
の
誌
名
に
も
明

（
�
）

ら
か
な
よ
う
に
、
都
心
部
そ
れ
自
体
が
こ
の
時
期
か
ら
民
間
不
動
産
業
界
に
お
い
て
集
中
的
に
商
品
化
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

（
２
）
事
業
主
体
別
の
立
地
傾
向

で
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
前
に
竣
工
し
た
、
二
三
区
周
辺
部
で
の
超
高
層
住
宅
は
ど
の
よ
う
な
事
業
主
体
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
こ
で
次
に
、
事
業
主
体
別
に
超
高
層
住
宅
の
立
地
傾
向
を
見
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
総
合
不
動
産
業
界
で
最

大
手
と
さ
れ
る
三
井
不
動
産
（
Ａ
）、
そ
し
て
公
団
（
Ｂ
）、
東
京
都
営
お
よ
び
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
（
Ｃ
）
の
超
高
層
住
宅
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
都
営
と
公
社
を
ま
と
め
て
公
営
と
す
る
。
そ
の
各
々
の
超
高
層
住
宅
の
立
地
を
図
５
の
Ａ
〜
Ｃ
に
示
す
。

ま
ず
三
井
不
動
産
（
Ａ
）
に
つ
い
て
は
港
区
を
中
心
と
し
た
都
心
部
に
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
も
ち
ろ
ん
近
郊
に
立
地
す
る
も
の
も
あ

超
高
層
住
宅
の
展
開

九
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A：三井不動産B：公団

C：公営

る
が
、
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。

そ
れ
に
対
し
、
公
団
（
Ｂ
）
に

つ
い
て
は
都
心
部
に
は
必
ず
し

も
多
く
な
い
。
先
述
し
た
よ
う

に
湾
岸
部
が
か
つ
て
「
周
縁

部
」
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
か

つ
て
の
周
縁
部
と
し
て
の
中
央

区
湾
岸
部
に
お
け
る
集
中
が
確

認
で
き
る
。
北
西
方
向
に
超
高

層
住
宅
が
や
や
集
ま
っ
て
い
る

場
所
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
練
馬

区
の
光
が
丘
パ
ー
ク
タ
ウ
ン

（
光
が
丘
団
地
）
で
あ
る
。
次

に
公
営
の
超
高
層
住
宅
（
Ｃ
）

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
公
営
の

超
高
層
住
宅
は
公
団
よ
り
も
さ

ら
に
都
心
か
ら
離
れ
る
傾
向
が

あ
る
。
公
営
の
そ
れ
も
湾
岸
部

図 5 事業主体別に超高層住宅の分布
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に
や
や
多
い
一
方
で
、
東
京
二
三
区
の
北
東
部
に
お
い
て
相
当
数
が
分
散
し
た
か
た
ち
で
立
地
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
な
る
。
こ
れ

は
、
東
京
都
区
部
に
お
け
る
公
営
住
宅
の
一
般
的
傾
向
と
し
て
、
北
東
部
へ
の
集
中
が
明
確
で
あ
る
と
す
る
中
澤
（
二
〇
〇
六
）
の
記
述

に
合
致
す
る
（
由
井
、
一
九
九
九
、
一
三
〇
も
参
照
）。
公
営
の
超
高
層
住
宅
は
、
そ
れ
以
外
の
多
数
の
公
営
住
宅
と
同
様
の
場
所
に
建

設
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
事
業
主
体
を
民
間
（
三
井
不
動
産
）・
公
団
・
公
営
に
大
別
し
た
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
超
高
層
住
宅
の
立
地
傾
向
は

少
な
か
ら
ず
異
な
っ
て
い
た
。
公
団
と
公
社
に
つ
い
て
は
『
住
宅
問
題
事
典
』
に
記
さ
れ
た
次
の
記
述
が
参
考
に
な
る
。

公
団
・
公
社
住
宅
の
場
合
に
は
、
用
地
費
が
家
賃
に
直
接
反
映
さ
れ
る
（
原
価
家
賃
）
こ
と
と
な
る
た
め
、
最
近
、
区
部
中
心
部
で

供
給
さ
れ
た
公
団
住
宅
の
月
額
家
賃
は
、
二
〇
万
円
／
戸
を
超
え
る
水
準
に
な
っ
て
お
り
、
中
堅
所
得
層
の
負
担
能
力
を
上
回
っ
て

い
る
。
ま
た
、
都
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
高
家
賃
化
…
…
へ
の
批
判
を
避
け
る
た
め
、
中
央
区
大
川
端
地
区
に
お
け
る
大
規
模
再
開

発
を
例
外
と
し
て
、
過
去
一
五
年
間
都
心
三
区
で
は
、
新
規
供
給
を
行
っ
て
い
な
い
（
岡
本
、
一
九
九
三
、
六
七
）。

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
特
に
公
社
住
宅
に
つ
い
て
は
「
高
地
価
を
直
接
反
映
し
な
い
都
民
住
宅
の
供
給
」（
同
上
、
七
五
）
が
重
視
さ
れ
、

大
川
端
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
２１
以
外
に
は
千
代
田
・
港
・
中
央
区
で
の
大
規
模
開
発
は
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
図
５
で
見
ら
れ
る
公
団
や

公
営
の
超
高
層
住
宅
の
立
地
傾
向
か
ら
考
え
て
、
お
そ
ら
く
こ
こ
で
示
さ
れ
た
方
針
は
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
で
も
さ
し
て
変
化
し
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
次
節
で
確
認
す
る
よ
う
に
、
公
営
の
超
高
層
住
宅
の
大
半
が
二
〇
〇
〇
年
以
前
に
竣
工
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

（
３
）
東
京
都
営
・
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
の
超
高
層
住
宅

前
章
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
公
団
は
も
と
も
と
住
宅
の
高
層
化
に
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
き
た
。
公
営
住
宅
に
も
そ
の
傾
向
は
あ
っ
た

超
高
層
住
宅
の
展
開
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は
ず
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
以
前
で
は
、
東
京
二
三
区
内
に
お
い
て
も
公
営
・
公
団
の
超
高
層
住
宅

は
珍
し
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
示
し
た
の
が
表
２
で
あ
る
。
同
表
に
よ
れ
ば
、
公
営
の
超
高
層
住
宅

（
計
二
六
棟
）
は
二
〇
〇
〇
年
以
前
の
も
の
が
大
半
で
あ
り
、
二
〇
〇
一
年
以
降
に
竣
工
し
た
も
の

は
二
棟
し
か
な
い
。
公
団
も
ま
た
二
〇
〇
一
年
以
降
に
竣
工
し
た
も
の
の
方
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
。
他
方
で
超
高
層
住
宅
全
体
で
は
二
〇
〇
一
年
以
降
に
大
幅
に
増
加
す
る
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
〇

〇
年
以
前
で
は
公
営
・
公
団
の
そ
れ
は
超
高
層
住
宅
全
体
の
中
で
か
な
り
の
割
合
を
占
め
て
い
た
の

に
対
し
、
二
〇
〇
一
年
以
降
で
は
そ
の
地
位
を
大
幅
に
低
下
さ
せ
て
い
る
。
表
２
に
よ
れ
ば
、
二
〇

〇
〇
年
以
前
の
竣
工
分
で
は
、
全
体
一
四
〇
棟
の
う
ち
公
営
・
公
団
住
宅
は
計
五
一
棟
（
三
六
・
四

％
）
を
占
め
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
二
〇
〇
一
年
以
降
で
は
三
一
八
棟
中
の
二
三
棟
（
七
・
二
％
）

に
過
ぎ
な
い
。

こ
う
し
て
、
超
高
層
住
宅
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
「
大
衆
化
」
し
た
訳
で
は
な
い
こ
と
が
理
解
さ

れ
る
。
む
し
ろ
超
高
層
住
宅
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
そ
れ
以
前
の
方
が
ま
だ
大
衆
的
で
あ
っ
た
と
言

う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
表
３
は
公
営
の
超
高
層
住
宅
各
棟
の
情
報
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
見
ら
れ

る
「
都
営
○
○
ア
パ
ー
ト
」
や
「
ト
ミ
ン
タ
ワ
ー
」
と
い
う
名
称
に
「
高
級
さ
」
と
い
う
印
象
は
皆

無
で
あ
る
。
人
々
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
都
心
部
か
ら
や
や
離
れ
た
場
に
超
高
層
住
宅
が
点
在

す
る
と
い
う
新
た
な
都
市
景
観
に
触
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
都
心
部
に
お
け
る
超
高
層
住
宅
の
激
増
や
「『
広
告
的
』
な
高
層

マ
ン
シ
ョ
ン
」（
東
・
北
田
二
〇
〇
七
、
六
七
）
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
な
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
の
多
大
な
露
出
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
〇
年

代
以
降
に
超
高
層
住
宅
の
イ
メ
ー
ジ
上
の
大
衆
化
が
生
じ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
都
心
部
に
林
立
す
る
超
高
層
住
宅
は
、
そ

表 2 東京 23区における公営および公団関連の超高層住宅

計

26

49

75

459

注：公団については、公団（UR）が単独事業主でない住宅も含む。

竣工年
不明

1

─
1

1

2001年以降
2

21

23

318

2000年以前
23

28

51

140

東京都営＋公社
公団
小計
超高層住宅全体

超
高
層
住
宅
の
展
開

九
三



表 3 東京都営および東京都住宅供給公社の超高層住宅

最高階

20

37

20

16

30

20

29

32

33

36

25

20

24

22

25

28

22

20

32

20

21

32

32

18

24

19

注：トミンタワー飯田橋三丁目は「東京しごとセンター」の上層階にある。
資料：東京都『都建築統計年報 2010年版』、中谷（2011）、各種 HP など。

高さ（m）

71

119

69

66

93

65

108

112

111

130

104

？

72

71

76

95

68

65

112

70

84

111

111

66

80

61

立地区

北

中央

千代田

港

江戸川

港

港

江東

港

江東

千代田

葛飾

葛飾

新宿

大田

墨田

荒川

北

荒川

新宿

足立

港

荒川

北

港

北

名 称

都営浮間一丁目第 3アパート

コーシャタワー佃

都営飯田橋二丁目アパート

都営港南三丁目アパート

コーシャタワー小松川

トミンハイム海岸三丁目

都営港南四丁目第 2アパート

都営東雲二丁目第 2アパート

トミンタワー台場三番街 2号棟

トミンタワー東雲

トミンタワー飯田橋三丁目

都営東四つ木四丁目アパート 1号棟

都営東四つ木四丁目アパート 2号棟

都民住宅センテニアルタワー

トミンタワー多摩川二丁目

都営横川五丁目第 2アパート 4号館

都営町屋五丁目第 3アパート

トミンタワー浮間三丁目

都営南千住四丁目アパート

都営百人町三丁目アパート 2号棟

トミンタワー千住五丁目

トミンタワー台場一番街 2号棟

トミンタワー南千住四丁目

都営桐ヶ丘壱番街アパート 27号棟

都営港南四丁目第 3アパート 4号棟

都営桐ヶ丘一丁目アパート 3号棟

竣工年

1989

1990

1992

1993

1995

1996

1997

1998

1999

2000

2001

2006

？
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れ
自
体
が
新
た
な
巨
大
広
告
塔
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

（
�
）

で
は
、
公
営
・
公
団
住
宅
に
お
け
る
建
設
動
向
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
九
一
年
と
二
〇
〇

（
�
）

一
年
と
い
う
二
つ
の
『
東
京
都
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』
に
お
け
る
内
容
の
変
化
か
ら
、
東
京
都
行
政
に
お
け
る
超
高
層
住
宅
を
含
む
住

宅
政
策
の
変
容
が
確
認
で
き
る
。

（
�
）

二
つ
の
プ
ラ
ン
は
簡
単
に
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
一
九
九
一
年
プ
ラ
ン
で
は
住
宅
政
策
の
積
極
推
進
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
二
〇
〇
一
年
の
そ
れ
で
は
住
宅
市
場
の
役
割
を
重
視
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
都
行
政
そ
れ
自
体
に
よ
る
住
宅
建
設
の
縮
減
に

つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
東
京
都
の
住
宅
行
政
に
お
け
る
積
極
策
か
ら
消
極
策
へ
の
大
幅
な
方
針
転
換
は
、
二
〇
〇
一
年
プ
ラ

ン
に
お
い
て
「
住
宅
政
策
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
」（
一
六
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
（
平
山
、
二
〇
〇
六
、
二
二
七
も
参
照
）。

（
�
）

そ
の
象
徴
は
パ
ー
ク
ア
ク
シ
ス
青
山
一
丁
目
タ
ワ
ー
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
三
井
不
動
産
の
超
高
層
住
宅
だ
が
、
そ
の
敷
地
は
も
と
も
と

は
都
営
住
宅
の
も
の
で
あ
る
。「
南
青
山
一
丁
目
団
地
建
替
え
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼
ば
れ
た
一
連
の
再
開
発
計
画
は
二
〇
〇
一
年
プ
ラ

ン
の
中
核
を
な
す
。「（
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
）
都
心
居
住
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
位
置
づ
け
、
国
際
都
市
東
京
に
ふ
さ
わ

し
い
都
市
形
成
を
展
開
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
敷
地
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
、
定
期
借
地
や
売
却
、
不
動
産
証
券
化
の
手
法
等
に
つ
い

て
、
発
想
を
新
た
に
し
て
柔
軟
に
検
討
を
行
う
べ
き
で
あ
る
」（
一
一
四
）。
す
な
わ
ち
、
民
間
に
対
し
て
土
地
を
借
し
た
り
売
却
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
資
金
を
得
る
こ
と
、
そ
の
資
金
を
基
に
老
朽
化
し
た
住
宅
地
の
再
開
発
を
進
め
つ
つ
「
都
営
住
宅
を
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と

し
て
扱
う
」（
二
二
七
）
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
三
井
不
動
産
の
建
設
し
た
超
高
層
住
宅
を
仰
ぎ
見
る
か
た
ち
で
都
営
住
宅

が
そ
の
周
囲
に
立
地
す
る
。
そ
れ
は
社
会
的
分
極
化
の
象
徴
的
景
観
で
あ
り
、
行
政
は
そ
れ
を
も
た
ら
す
市
場
原
理
を
容
認
し
、
積
極
的

に
導
入
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
住
宅
政
策
の
変
容
は
公
団
の
後
継
組
織
で
あ
る
Ｕ
Ｒ
（
都
市
再
生
機
構
）
で
も
同
じ
で
あ
る
。
Ｕ
Ｒ
は
二
〇
〇
四
年
の
設
立
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と
と
も
に
住
宅
関
連
事
業
の
大
幅
縮
小
を
宣
言
し
て
い
る
（
平
山
、
二
〇
〇
六
、
一
七
三
）。
こ
の
よ
う
に
公
営
・
公
団
と
も
に
二
〇
〇

〇
年
代
に
な
っ
て
住
宅
事
業
を
縮
小
し
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
超
高
層
住
宅
も
例
外
で
は
な
い
。

二
〇
〇
〇
年
以
降
に
超
高
層
住
宅
が
「
大
衆
化
」
し
た
か
否
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
と
言
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。
二
〇
〇
〇
年
以
前
で
は
公
営
や
公
団
の
超
高
層
住
宅
が
か
な
り
高
い
比
率
を
占
め
て
い
た
。
公
営
や
公
団
で
も
超
高
層
住
宅
の

賃
貸
料
は
相
応
に
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
よ
う
が
、
そ
れ
で
も
二
〇
〇
七
年
時
点
で
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
で
月
四
五
万
円
、
九
〇
平
方
メ

ー
ト
ル
で
月
一
〇
〇
万
円
と
い
う
森
ビ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
（
隈
・
清
野
、
二
〇
〇
八
）
と
比
較
す
れ
ば
大
幅
に
安
か
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
社
会
階
層
を
含
め
て
考
え
る
な
ら
ば
、
超
高
層
住
宅
の
選
択
肢
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
っ
て
か
え
っ
て
狭
ま

っ
た
は
ず
で
あ
る
。「
大
衆
化
」
を
め
ぐ
る
貞
包
ら
の
議
論
は
、
都
心
部
の
民
間
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
よ
る
超
高
層
住
宅
に
限
定
し
て
議

論
す
る
場
合
に
の
み
、
一
定
の
妥
当
性
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。

（
４
）
超
高
層
住
宅
の
「
狭
域
立
地
」
の
変
化

『
都
心
に
住
む
』
で
は
し
ば
し
ば
、
超
高
層
を
含
む
集
合
住
宅
の
資
産
価
値
に
つ
い
て
特
集
し
て
い
る
。
資
産
価
値
を
語
る
上
で
、
住

宅
そ
れ
自
体
の
完
成
度
や
安
全
性
が
重
視
さ
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
要
件
以
上
に
重
要
視
さ
れ
る
の
が
当
該

（
�
）

物
件
の
立
地
で
あ
る
。『
都
心
に
住
む
』
の
あ
る
記
事
に
よ
れ
ば
、
住
宅
の
資
産
価
値
は
「
九
割
程
度
は
立
地
で
決
ま
る
」
と
い
う
。
そ

し
て
そ
の
際
に
は
「
広
域
立
地
」
と
「
狭
域
立
地
」
と
い
う
二
点
に
つ
い
て
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、「
ひ
と
つ
は
都
心
へ

ど
の
く
ら
い
便
利
に
通
勤
で
き
る
か
と
い
う
�
広
域
立
地
�、
も
う
ひ
と
つ
は
駅
ま
で
ど
の
程
度
近
い
か
と
い
う
�
狭
域
立
地
�
で
す
。

（
�
）

高
台
に
位
置
す
る
と
い
っ
た
地
勢
や
、
緑
の
豊
富
な
環
境
な
ど
も
後
者
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」。
同
誌
の
別
の
号
で
も
「
貸
し
や

す
い
・
売
り
や
す
い
マ
ン
シ
ョ
ン
」
と
し
て
「
都
心
へ
の
近
さ
・
都
心
立
地
か
つ
希
少
立
地
」
と
と
も
に
「
駅
か
ら
の
近
さ
・
徒
歩
五
分
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（
�
）

以
内
」
が
最
初
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
利
便
性
こ
そ
が
資
産

価
値
に
直
結
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
か
ら
す
れ
ば
、

与
野
ハ
ウ
ス
の
よ
う
な
物
件
は
か
な
り
厳
し
い
条
件
だ
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
こ
こ
で
図
６
を
利
用
し
て
東
京
二
三
区
に
お
け
る
超
高
層
住
宅

の
狭
域
立
地
の
変
化
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
同
図
は
竣
工
年
が
確
認
で

き
た
四
五
八
棟
に
つ
い
て
、
不
動
産
業
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
利
用

し
て
確
認
し
た
最
寄
り
鉄
道
駅
か
ら
の
徒
歩
時
間
、
す
な
わ
ち
狭
域
立
地

（
�
）

を
示
し
て
い
る
。
最
小
の
円
は
一
棟
、
二
〇
〇
四
年
の
「
徒
歩
三
分
」
を

示
す
最
大
の
円
は
一
二
棟
に
相
当
す
る
。

図
６
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
狭
域
立
地
の
傾
向
も
お
よ
そ
二
〇
〇

〇
年
前
後
で
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
簡
単
に
は
次
の
よ
う
に
言
え
よ

う
。
二
〇
〇
〇
年
以
前
で
は
最
寄
り
駅
か
ら
の
徒
歩
時
間
は
非
常
に
多
様

で
あ
っ
た
。
超
高
層
住
宅
は
必
ず
し
も
最
寄
り
駅
の
近
く
に
は
立
地
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
で
は
六
分

程
度
ま
で
の
住
宅
が
大
幅
に
増
加
す
る
。
こ
れ
は
駅
前
で
の
超
高
層
住
宅

の
急
増
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
資
産
価
値
の
点
で
考
慮
さ
れ
る
べ
き

「
徒
歩
五
分
以
内
」
と
い
う
基
準
に
ほ
ぼ
即
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
〇
年
以
前
で
は
、
駅
か
ら
か
な
り
離
れ
た
場
所

図 6 東京 23区における超高層住宅の竣工年と最寄り駅からの徒歩時間
資料：各種不動産業者の HP などにより作成。
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に
超
高
層
住
宅
が
立
地
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。
他
方
で
二
〇
〇
〇
年
以
降
で
は
そ
の
距
離
が
近
く
な
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
も
っ

と
も
、
二
〇
〇
五
年
以
降
で
は
、
徒
歩
時
間
一
分
と
い
う
駅
前
の
物
件
が
減
少
し
て
い
く
な
ど
、
最
寄
り
駅
か
ら
や
や
離
れ
て
い
く
。
同

時
期
に
は
超
高
層
住
宅
の
竣
工
数
自
体
も
減
っ
て
い
る
（
図
１
）。
こ
れ
は
同
時
期
に
お
け
る
地
価
の
再
上
昇
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
超
高
層
住
宅
の
建
設
が
地
価
の
変
動
な
ど
に
た
だ
ち
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

Ⅳ

ま
と
め
に
か
え
て

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
都
市
計
画
や
高
層
住
宅
を
め
ぐ
る
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
な
ど
の
思
想
は
日
本
に
も
様
々
な
か
た
ち
で
伝
わ
り
、
定
着
し

て
い
く
。
た
と
え
ば
一
九
七
〇
年
代
に
は
中
心
市
街
地
に
お
け
る
駅
前
再
開
発
の
一
環
と
し
て
、
公
団
に
よ
る
超
高
層
住
宅
の
建
設
が
な

さ
れ
た
。
そ
の
例
が
兵
庫
駅
前
市
街
地
施
設
付
住
宅
で
あ
り
、
新
長
田
ジ
ョ
イ
プ
ラ
ザ
で
あ
っ
た
。
ま
た
芦
屋
浜
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
は

超
高
層
住
宅
の
安
価
で
簡
易
な
建
設
を
め
ぐ
る
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
民
間
デ
ィ
ベ
ロ

ッ
パ
ー
に
よ
る
超
高
層
住
宅
も
同
時
期
か
ら
建
設
が
始
ま
り
、
日
本
最
初
の
超
高
層
住
宅
と
さ
れ
る
三
田
綱
町
パ
ー
ク
マ
ン
シ
ョ
ン
や
与

野
ハ
ウ
ス
Ａ
棟
な
ど
が
代
表
例
と
な
る
。
前
者
は
東
京
都
港
区
の
一
等
地
に
あ
り
、
後
者
は
郊
外
に
開
発
さ
れ
た
タ
ワ
ー
タ
ウ
ン
の
シ
ン

ボ
ル
棟
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
立
地
は
都
心
部
も
あ
れ
ば
郊
外
も
あ
り
、
住
戸
の
レ
ベ
ル
も
民
間
に
よ
る
高
級
分
譲
か
ら
相
対
的
に
低
家

賃
で
あ
る
は
ず
の
公
団
に
よ
る
賃
貸
に
至
る
ま
で
、
多
種
多
様
で
あ
っ
た
。

東
京
二
三
区
の
例
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
前
後
ま
で
は
、
都
心
部
か
ら
周
辺
部
に
分
散
す
る
か
た
ち
で
超
高
層
住
宅
が
建
設
さ
れ
て
い

た
。
公
団
や
公
営
の
超
高
層
住
宅
も
そ
の
時
期
ま
で
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
以
降
で
は
公
営
・
公
団
の
そ
れ
が
新

規
に
竣
工
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
大
半
の
超
高
層
住
宅
が
民
間
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
よ
る
も
の
と
な
っ
た
。
狭
域
立
地
に
お
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け
る
最
寄
り
駅
か
ら
の
距
離
も
二
〇
〇
〇
年
以
前
で
は
遠
近
に
お
い
て
か
な
り
の
幅
が
あ
っ
た
。
都
心
部
の
駅
前
に
林
立
す
る
民
間
の
超

高
層
住
宅
が
都
市
景
観
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
主
に
は
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
不
動
産
業
界
の
ト

レ
ン
ド
を
如
実
に
反
映
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
雑
誌
『
都
心
に
住
む
』
で
は
、
二
〇
〇
五
年
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

確
か
に
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
が
珍
し
く
な
く
な
っ
た
昨
今
、「
タ
ワ
ー
で
あ
る
」
こ
と
だ
け
で
は
市
場
へ
の
訴
求
力
に
欠
け
る
と
い

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
証
左
と
し
て
、
独
自
の
構
法
に
よ
る
制
震
・
免
震
な
ど
安
全
性
や
、
立
地
、
既
成
の
環
境
と
の
共
生
、
そ

（
�
）

し
て
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
性
の
高
さ
な
ど
多
様
な
付
加
価
値
を
も
つ
タ
ワ
ー
が
増
加
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

こ
の
時
期
に
は
都
心
部
に
お
い
て
超
高
層
住
宅
が
急
増
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
民
間
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
間
で
は
差
異
化
の
様
々
な

努
力
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
民
間
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
よ
る
超
高
層
住
宅
で
は
、
間
違
い
な
く
多
様
化
が
生
じ
て
い
よ
う
。

東
・
五
十
嵐
（
二
〇
〇
七
）
の
対
談
で
は
、「
高
層
住
宅
に
対
す
る
拒
否
感
が
な
く
な
っ
て
き
た
だ
け
で
も
、
た
い
へ
ん
な
意
識
改
革

だ
と
思
い
ま
す
」（
三
〇
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ル
イ
ス
・
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
批
判
と
は
裏
腹
に
、
日
本
に
お
い
て
も
超
高
層
住
宅
が
増

殖
し
て
き
た
。
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
っ
て
超
高
層
住
宅
の
建
設
動
向
は
あ
る
程
度
不
安
定
な
も
の
と
な
ろ
う
が
、
そ
の
建
設
が
完

全
に
停
止
す
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

超
高
層
住
宅
が
こ
の
よ
う
に
一
般
化
し
た
状
況
に
お
い
て
、
か
つ
て
は
公
団
や
公
営
の
そ
れ
も
珍
し
く
な
か
っ
た
と
い
う
点
は
記
憶
さ

れ
て
良
い
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
大
衆
化
」
を
目
指
し
た
超
高
層
住
宅
の
建
設
が
推
進
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
森
稔
の
言
う
よ

う
な
「
手
ご
ろ
」
な
超
高
層
住
宅
は
増
加
し
て
い
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
民
間
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
よ
る
都
心
部
の
超
高
層
住
宅
は
多
様

化
し
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
ら
は
主
に
社
会
的
上
層
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
が
本
来
目
指
し
た

都
市
像
の
よ
う
に
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
都
心
部
を
開
く
た
め
の
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
、
別
様
の
超
高
層
住
宅
を
想
像
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
よ
う
。
こ
れ
は
超
高
層
で
の
居
住
が
人
間
や
社
会
に
と
っ
て
妥
当
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
問
い
と
は
別
次
元
の
、
都
市
な
い
し
都
市

超
高
層
住
宅
の
展
開

九
九



居
住
の
可
能
性
を
め
ぐ
る
想
像
力
の
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
皮
肉
な
こ
と
に
、
都
心
部
に
立
地
す
る
大
衆
向
け
の
超
高
層
住
宅
を
想
像
す

る
こ
と
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
か
え
っ
て
困
難
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
超
高
層
住
宅
は
、
技
術
の
進
歩
だ
け

で
建
て
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
決
し
て
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

付
記

本
稿
の
作
成
に
当
た
り
、
関
西
学
院
大
学
先
端
社
会
研
究
所
・
景
観
／
空
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
員
各
氏
に
は
様
々
な
意
見
を
頂
い
た
。
特

に
金
子
直
樹
、
長
尾

隼
両
氏
と
は
東
京
で
の
現
地
調
査
に
お
い
て
意
見
交
換
が
で
き
た
。
ま
た
、
二
〇
一
一
年
度
の
地
理
学
地
域
文
化
学
演
習
Ⅳ
│

４
（
山
口
ゼ
ミ
）
履
修
者
と
は
、
前
年
度
の
演
習
時
に
、
関
西
の
超
高
層
住
宅
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
あ
っ
た
。
本
稿
の
作
成
は
そ
の
際
の
共
同
調

査
を
き
っ
か
け
と
す
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
面
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
、
本
稿
の
骨
子
は
二
〇
一
一
年
地
理
科
学
学
会
春
季
大
会
に

お
い
て
発
表
し
た
。
本
稿
の
作
成
に
は
先
端
社
会
研
究
所
の
研
究
費
を
利
用
し
た
。

注
（
１
）
「
垂
直
の
田
園
都
市
」、「
垂
直
の
庭
園
都
市
」
は
い
ず
れ
も
英
語
で
言
う
「
バ
ー
テ
ィ
カ
ル
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
」
の
訳
語
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
マ
ン
シ
ョ
ン
史
に
つ
い
て
は
笠
原
（
二
〇
〇
七
）
も
参
照
。

（
３
）
『
建
築
統
計
年
報
』
と
中
谷
（
二
〇
一
一
）
を
相
互
参
照
す
る
こ
と
で
、
不
完
全
で
は
あ
っ
て
も
、
大
半
の
情
報
は
把
握
で
き
た
は
ず
で
あ

る
。
不
動
産
研
究
所
の
『
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
市
場
動
向
』
も
確
認
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
超
え
る
情
報
は
入
手
で
き
な
か
っ
た
。

（
４
）
地
方
公
共
団
体
が
定
め
る
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
諸
基
準
値
に
抵
触
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
し
ば
し
ば
、
そ
う
し
た
基
準
値
を

数
十
セ
ン
チ
下
回
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
住
宅
が
多
数
確
認
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
高
さ
五
九
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の

住
宅
を
超
高
層
住
宅
に
含
め
る
。

（
５
）
各
超
高
層
住
宅
の
棟
名
（
集
合
住
宅
名
）、
住
所
、
高
さ
、
階
数
、
最
寄
り
駅
か
ら
の
徒
歩
時
間
、
事
業
主
名
な
ど
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し

た
。
な
お
、
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
に
つ
い
て
は
各
棟
を
一
棟
と
し
て
計
上
し
た
。
他
方
で
、
棟
構
成
が
分
か
ら
な
い
物
件
に
つ
い
て
は
一
棟
と

し
て
い
る
。
正
確
性
の
点
で
必
ず
し
も
問
題
な
し
と
し
な
い
が
、
本
稿
で
は
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
っ
て
話
を
進
め
る
。

（
６
）
『
都
心
に
住
む
』
は
二
〇
〇
一
年
二
月
の
創
刊
号
以
来
、
誌
名
お
よ
び
発
行
形
態
を
三
度
変
え
て
い
る
。『
都
心
に
住
む
』（
二
〇
〇
一
年
か

ら
二
〇
〇
五
年
）、『
住
宅
情
報

都
心
に
住
む
』（
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
）、『
都
心
に
住
むby

SU
U

M
O

』（
二
〇
〇
九
年
一
〇
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層
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月
号
以
降
）
で
あ
る
。
な
お
同
誌
に
言
及
し
た
研
究
と
し
て
は
渡
戸
（
二
〇
〇
六
）
が
あ
る
。

（
７
）
竣
工
年
不
明
の
一
棟
（
都
営
桐
ヶ
丘
一
丁
目
ア
パ
ー
ト
三
号
棟
）
を
除
く
四
五
八
棟
の
デ
ー
タ
で
あ
る
。

（
８
）
た
だ
し
、
現
在
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
超
高
層
住
宅
の
基
準
か
ら
す
れ
ば
、
同
マ
ン
シ
ョ
ン
は
超
高
層
に
は
該
当
し
な
い
。
な
お
、「
超

高
層
」
と
い
う
文
言
が
販
売
広
告
で
用
い
ら
れ
た
住
宅
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
桜
台
住
研
コ
ー
ポ
（
一
四
階
、
東
京
都
練
馬
区
、
一
九
六

九
年
竣
工
）
の
例
が
あ
る
（
読
売
新
聞
一
九
六
九
・
一
・
二
四
）。

（
９
）
『
都
心
に
住
む
』
二
号
、
二
〇
〇
一
年
、
一
一
四
。
な
お
霞
が
関
ビ
ル
の
竣
工
年
は
一
九
六
八
年
で
あ
る
。

（
１０
）
『
都
心
に
住
む
』
二
二
号
、
二
〇
〇
五
年
、
三
八
。

（
１１
）
な
お
、
警
視
庁
警
察
官
待
機
宿
舎
田
町
荘
は
す
で
に
解
体
さ
れ
、
警
視
庁
有
家
族
待
機
田
町
住
宅
（
九
〇
メ
ー
ト
ル
、
二
四
階
）
が
二
〇

〇
七
年
に
竣
工
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
住
宅
は
特
殊
な
事
例
で
あ
る
た
め
、
本
稿
の
各
図
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

（
１２
）
広
尾
タ
ワ
ー
ズ
は
一
九
七
三
年
一
月
竣
工
で
あ
り
、
全
室
賃
貸
で
一
室
当
た
り
月
二
三
万
円
か
ら
一
〇
〇
万
円
と
い
う
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン

で
あ
っ
た
（
読
売
新
聞
一
九
七
四
・
九
・
二
七
）。
二
〇
一
一
年
現
在
で
も
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
と
し
て
現
存
す
る
。

（
１３
）
読
売
新
聞
（
一
九
七
一
・
七
・
二
九
）
に
よ
れ
ば
、「
日
本
住
宅
公
団
大
阪
支
所
の
話
で
は
、
同
公
団
の
高
層
ビ
ル
は
横
浜
市
の
磯
子
公
団

ビ
ル
の
十
六
階
が
こ
れ
ま
で
の
最
高
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

（
１４
）
同
じ
記
事
に
よ
れ
ば
、「
全
戸
セ
ン
ト
ラ
ル
暖
房
・
給
湯
付
き
（
居
間
は
冷
暖
房
）。
乾
燥
機
、
三
面
鏡
つ
き
洗
面
化
粧
台
、
二
そ
う
流
し

台
、
オ
ー
ブ
ン
付
き
ガ
ス
レ
ン
ジ
、
な
ど
の
設
備
が
整
っ
て
い
る
ほ
か
、
ガ
ス
漏
れ
感
知
器
、
火
災
報
知
器
、
非
常
放
送
装
置
を
ま
と
め

た
「
情
報
管
理
器
」
が
各
戸
に
つ
い
て
い
る
」（
読
売
新
聞
一
九
七
七
・
五
・
一
〇
夕
刊
）。

（
１５
）
た
と
え
ば
、
佐
藤
（
一
九
八
〇
）
の
よ
う
な
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
や
高
井
（
二
〇
〇
八
）
の
よ
う
な
研
究
論
文
、
各
企
業
グ
ル
ー
プ
の
提
案

内
容
と
そ
れ
に
対
す
る
批
評
を
詳
細
に
掲
載
し
た
建
設
省
住
宅
生
産
課
監
修
・
日
本
建
築
セ
ン
タ
ー
編
（
一
九
七
四
）
な
ど
が
あ
る
。

（
１６
）
『
住
宅
情
報

都
心
に
住
む
』
二
〇
〇
六
年
六
月
号
、
二
四
。
同
じ
記
事
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。
不
動
産
調
査
機
関
で
あ
る
「
東
京
カ

ン
テ
イ
が
過
去
に
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
首
都
圏
で
は
最
高
階
数
が
高
い
マ
ン
シ
ョ
ン
ほ
ど
、
値
下
が
り
率
が
低
い
こ
と
が
分
か
っ
て

い
る
。
た
と
え
ば
九
階
建
て
以
下
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
分
譲
か
ら
一
〇
年
後
の
価
格
相
場
が
約
四
〇
％
下
が
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
一
五

階
〜
一
九
階
建
て
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
値
下
が
り
率
が
約
三
五
％
、
二
〇
階
建
て
以
上
で
は
約
三
二
％
」。

（
１７
）
も
っ
と
も
、『
住
宅
情
報

都
心
に
住
む
』
二
〇
〇
九
年
二
月
号
の
あ
る
記
事
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
二
九
）。
二
〇
〇
〇
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年
代
後
半
に
は
、
住
民
の
こ
と
を
あ
ま
り
考
慮
せ
ず
に
建
設
さ
れ
る
投
資
用
マ
ン
シ
ョ
ン
が
都
心
部
に
お
い
て
増
加
し
た
。
そ
し
て
、
そ

れ
が
一
因
と
な
っ
て
マ
ン
シ
ョ
ン
販
売
が
不
調
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
資
産
価
値
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
そ
こ
に
住
ま
う
人
々
の

「
実
需
」
を
考
慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

（
１８
）
『
都
心
に
住
む
』
一
二
号
、
二
〇
〇
三
、
二
五
。

（
１９
）
『
住
宅
情
報

都
心
に
住
む
』
二
〇
〇
八
年
二
月
号
、
四
七
。

（
２０
）
な
お
、
同
誌
を
利
用
し
た
「
都
心
の
商
品
化
」
に
つ
い
て
は
別
稿
で
触
れ
る
予
定
で
あ
る
。

（
２１
）
東
京
都
住
宅
局
総
務
部
企
画
室
・
東
京
都
住
宅
局
開
発
調
整
部
都
民
住
宅
室
編
（
一
九
九
一
）。

（
２２
）
東
京
都
住
宅
局
総
務
部
住
宅
政
策
室
・
東
京
都
住
宅
局
開
発
調
整
部
住
宅
計
画
課
編
（
二
〇
〇
二
）。

（
２３
）
超
高
層
住
宅
の
例
で
は
な
い
が
、
次
の
新
聞
記
事
は
興
味
深
い
。「『
都
心
派
マ
ン
シ
ョ
ン
』
を
宣
伝
文
句
に
、
東
京
・
西
早
稲
田
に
完
成

し
た
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
が
予
想
に
反
し
て
、
七
十
九
戸
の
う
ち
三
十
五
戸
、
総
額
約
二
十
四
億
円
分
も
売
れ
残

っ
て
し
ま
っ
た
。
バ
ブ
ル
期
に
は
、
割
安
感
の
あ
っ
た
公
社
分
譲
だ
が
、
民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
が
低
価
格
販
売
に
転
じ
た
現
在
で
は
、
逆
に

割
高
と
な
り
、
民
間
ア
ナ
リ
ス
ト
も
『
市
場
を
見
な
い
で
お
役
所
仕
事
で
高
い
値
段
を
つ
け
た
せ
い
』
と
手
厳
し
い
」（
朝
日
新
聞
一
九
九

四
・
八
・
二
七
夕
刊
）。
す
な
わ
ち
、
公
営
だ
か
ら
と
い
っ
て
安
価
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

（
２４
）
東
京
都
港
区
、
二
〇
〇
七
年
竣
工
。
地
上
一
七
二
メ
ー
ト
ル
、
四
二
階
。
な
お
こ
の
住
宅
お
よ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

都
市
構
造
改
革
研
究
会
（
二
〇
〇
三
）
を
参
照
。

（
２５
）
『
住
宅
情
報

都
心
に
住
む
』
二
〇
〇
九
年
三
月
号
、
一
三
。

（
２６
）
前
掲
注
（
２５
）、
一
四
。

（
２７
）
『
都
心
に
住
む
』
七
号
、
二
〇
〇
二
、
三
五
。

（
２８
）
各
棟
に
つ
き
最
低
三
つ
の
不
動
産
業
者
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
、
最
寄
り
駅
か
ら
の
徒
歩
時
間
の
平
均
値
を
計
算
し
た
。
各
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
数
値
に
開
き
が
あ
る
場
合
に
は
、
さ
ら
に
多
数
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
情
報
を
利
用
し
た
。
公
営
・
公
団
住
宅
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も

徒
歩
時
間
が
明
確
で
な
い
物
件
も
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
場
合
に
は
「google

m
ap

」
な
ど
を
利
用
し
て
徒
歩
時
間
を
割
り
出
し
た
。

（
２９
）
『
都
心
に
住
む
』
二
二
号
、
二
〇
〇
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